
FT－10RA2 Fト60KAI Fト600XA4  
FT－15KA2 Fト100ⅨAI Fト600ⅩA3  

FT－30KA2 Fト150KAI Fト1200ⅩÅ3  

FT－60KA2 Fト300KA4  F Tシリーズ  
プラットホーム型／ディジタル台はかり  

取扱説明書  

J和警芸エーミココトぎイ  
216－2A－1J／1993．12．24   



注意事項の表記方法  

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う差し迫った危険が想定  

される内容を示します。  

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内  
容を示します。  

この表記は、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、▲物的損害の発生が想定され  

る内容を示します。  

正しく使用するための注意点の記述です。  

お知らせ  機器を操作するのに役立つ情報の記述です。  

ご注意  

（1） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。   

（2）本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。  

く3）本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づ  
きの点がありましたら、お買い求めの販売店または最寄りの弊社営業所へご連絡ください。   

（4） 当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、（3）項にかか  

わらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。  

株式会社エー・アンド・デイ  

株式会社エー・アンド・デイの許可なく禎製・改変などを行なうことはできません。   
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1 概 要   

本器はロードセル式の計量台とインジケータを組合せた台秤です。秤量は10kg～1200kgまで1  

1機種が用意されておりますがインジケータはすペて共通でAD－4322AMKⅡという機種が使用  

されています。計量台は各機種ごとで計量台寸法、ケーブル長等が異なります。   

本器は 重量を正確に測定するための全ての機能、そして外部表示器やプリンタ等に接続可能なシリ  

7ル出力を標準装備しています。また、テンキーによる風袋引、風袋のメモリ機能、コードナンバー毎  

の合計、コンパレーク積能等の豊富なファンクションを持っています。オプションとして、パラレルB  

CD出力、外部入出力（コンパレーク出力、コントロール入力）、シリアルインターフェイス（RS－  

232C、カレントループ）、アナログ出力（4－20mA）、内蔵プリンタ、カレンダ・時計機能、  

パネルマウント金具、壁掛け金具、ポール、ローラコンベア、移動用車輪、ステンレスカバーが用意さ  

れています。さらに、16回／秒の高速サンプリング、誤動作を防止するウォッチドッグ回路、ゼロ／  

スパン調整の簡単なフルディジタル・キャリブレーション（FD C）、重力加速度補正、RFI（電波  

障害）対策、等の機能が用意されております。  

2 械種及び仕様  

1）仕様   

モデル   秤量  最小表示  直線性   ス八○ソ  

ド巾ト   

FTlOXA2   10短  0．001kg  ± 0．002kg   

FT15ⅩA2   15kg  0．002kg  ± 0．003kg   
330Ⅷm  2．6m  

FT30EA2   31kg  0．005kg  ± 0．007kg   x 424rmn 

FT60ⅩA2   60kg  0．01kg  ± D．015kg   

FT60EAl   60kg  0．01短  ± 0．015kg   

FTlOOXAl   20ppm／℃  390rmn 2．5m  
TYP（5℃  

FT150ⅩAl   ～350C）   

FT300ⅩA4   30Dkg  0．05kg  ± 0．075kg   
800mm  4．8m  

PT600KÅ4   600kg  0．1kg  ± 0．15kg   x 700rmn 

FT600ⅩA3   600kg  0．1kg  ± 0．15晦   
lOOOrmn 5．1m  

FT1200ⅩA3  l1200kg  0．2kg  ±  0．3短   ×1000mm  

－1－   



2）一般仕様  

電源  ＋10％  

A ClO O V   50／60HZ  約20VA  

－15％  

85％RH以下 （但し結露しない事）  使用湿度範囲  

インジケータ外形寸法  310（w）×192（H）×149（D）mm   

〝   パネルカット  294×174Ⅶ皿  

3）オプション  

オプション  

OP－01  

0P－02  

0P－04  

0P－07  

0P－08  

内  容  
■ 一 一 － － － － － ■ ■ 一 一 一 一 － － － 一 － － － － － 一 －－ 一 一 一－一 一一 一－ － ■－ － － － － 一 － － ■■ ■■ 一■ ■  

パラレルB CD出力（オープンコレクタ）  

外部入出力  

シリアル出力（RS－232C、カレントループ）  
■－ － 一 一■ ■ ■ ■■ ■■ － － － － － － － － － ■－ － ■－●■ －● － － － － － － － － － 一－ －－ － －● － －－－ ■ ● ● ■■ ■ ■ ■■  

アナログ出力（4～20mA）  

内蔵プリンタ  

OP－09  － カレンダ／時計  

パネルマウント金具   

壁掛金具  

ポール（表示スタンド）   

ローラコンベア（FT80KAl，FTlOOKAl．FT150KAl用）  

ローラコンベア（FT30EA2．FT60ⅩA2用）  

移動用車輪くFT600EA3，FT1200EA3用）  

移動用車輪（FT300XA4，FT600KA4用）  

ステンレス・カバー （FT600XA3．FT1200KA3用）  

ローラコンベア（FT600KA3．FT1200KA3用）  

ローラコンベア（FT300KA4，FT600KA4用）  

OP－10   

0P－11   

0P－12   

0P－13   

0P－14   

0P－16－3   

0P－16－4   

0P－17   

0P－18－3   

0P－18－4  

4）付属品  

ヒューズ  1ケ（0．5Aタイムラグ）  

標準シリアル出力用コネクタ  1ケ（TC PO576 星電器製造）  

電源ケーブル＋接地アダプタ  1ケ（KO：115，E T：9102）  

取扱説明書  1冊  
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3 準 備  

1）開梱及び組立   

（1）FTlOKA2／FT15KA2／FT30KA2／FT60ⅨA2／FT60KAl／FTlOOKAl／FT150KAlに関して  

開梱し、部品の数を確認して下さい。   

ベースユニ ット   

く足コマ付き）  1セット  

上皿  1セット  

インジケ一夕  1セット  

付属品  1セット  

畑＼ 
冥  

／／ 

切り先 ．．〔  

水平諒  

′‾・こ一三ユニット  

一一一一一」・まコマ   
針一   ．虐「‾‾ニ ≡ 

＿ 

水平器の気泡が中央にくる様、各足  

コマの高さを調整します。  

ケーブル取り出し方向と上皿の切り  

欠きが合う方向で上皿をのせます。  

（2）F T300KA4／FT600KA4に関して  

① 開梱し、部品の数を確認して下きい。  

インジケータ  1セット  

計量台  1セット  

付属品  1セット  

水平器／  

② 水平器の気泡が中央にくる様各足コマの高さを調整  

します。  

インジケータ   ③ 上皿固定トラスネジを締めます0  

／・一′′＼ ＼、．  

＼ 上皿．／／協   ／  
／・－L－‾  

／・′ 

定トラスネジ（×4）   



く3）FT600KA3／FT1200KA3に関して  

① 開梱し、部品の数を確認して下さい。   

（上皿も取り外します。）  

インジケータ  1式  

計量台  1式  

付属品  1式  

ゴムペリ卜  
付属品  

＼ ロトノ′‾  

／  

イ ンジケー タ  

．足コマ  ② 付属品を取り出し、上皿をかぶせます。  

上皿  ③ 水平器を用意し、上皿が水平になる様足コマ様ス  

ノ  バナで足コマの高さを調整して下さい0  

′‾  ／  

2）人力信号（標準シリアル出力、OP－01、02、04、07）のつなぎ込み   

上記信号を使用しない場合、この項の作業は必要ありません。  

12）†－フ“l■7クーlフ○タ  

（5）ケー7’l．｝10・：一事）  

く1）リアか〔もー  

＝＝   

－ 4 －  



（1）インジケータのリアカバーを止めている5本のビスをとり、リアカバーをはずします。  

（2）ケーブルパッキンをはずし、ケーブルアダプタを止めている5本のビスをとり、ケーブルアダ  

プタをはずします。  

（3）下記のリアパネルが現れますので、使用するオプションのコネクタへつなぎ込みを行って下さ  

い。   

① ロードセル人力コネクタ   

② 標準シリアル出力コネクタ   

③ パラレルB CD出力（OP－01）又は、シリアルインターフェース（OP－04）用コネ  

クタがつきます。   

⑧ 外部入出力（O P－02）コネクタがつきます。   

⑤ アナログ出力（O P－07）用コネクタがつきます。   

⑥ 電源コネクタ  

⑦  ◎  

（4）はずしておいたケーブルアダプタの中央の左側に電源ケーブル、右側にロードセルケーブ  

ルが来るようにケーブルを通し5本のビスを止めます。  

（5）ケーブルパッキンの左右の穴に電源ケーブルとロードセルケーブルを通し、ケーブルアダ  

プタにセットします。  

ケーブルパッキンは、防水のための部品ですので、もし防水の必要がない場合は使用しなくて  

もかまいません。  

ロードセプレケーブル・  

＼＼  

＼・．ノ         ′ノ  

く＋二こ′  

オプシ ョ ンケーブル用  

通称穴  

＼  
＼、この切り口からケーブルを   

通して下さい。；   

一 5 －  



オプションケーブルがある場合はゴム栓を切り取ってそこの通線穴にケーブルを通して下  

さい。  

≦聖                       ．・一｛＼ 葺こ三 聖∈                        、－－ニ ｛－＼        t  
ゴム栓   

（6）リアカバーを5本のビスで止めて下さい。  

リアカバーの2個の  型穴はカベ掛用の穴ですので、カペ掛にする場合はカベ掛金具（  

O P－11）と共にこの穴を利用して下さい。  

3）据付及び電源／アースの接続上の注意  

本番は精密電子機器ですので、取り扱いには充分注意して下さい。  

（1）使用温度範囲は、－5℃～＋350C以内です。直射日光のあたらない場所に設置して下さ  

い。  

（2）大地アースは必ず行って下さい。接地は3種、単独アースに接続して、電力機器系のアー  

スと共用しないで下さい。アースは付属の電源ケーブルに出ていますので、これに接続して下  

さい。  

アース  

へ  
． 

／ 
＼
 
ヽ
 
 

）
 
 
（
 
 
 

／
 
 

＼  

虹止】也』」  
ケーブル  アダプタ  

（3）ロードセルの出力は非常に微弱な電圧しか出力しません。また本器に接続するケーブルは、パ  

ルス成分を含むノイズ磨から影響を受ける辛がありますので、できるだけノイズ源からはなし  

て下さい。   

＋1こl霊  

（4〉電源は、AClO OV  ですが、瞬停を含む不安定な電源やノイズ成分を含むもの  

－15鮎  

ですと、誤動作するおそれがありますので、安定なものを使用して下さい。動力緑との共用は  

さけて下さい。  

ー 6 一   



4 使用方法  

1）フロントパネルの説明  

▽軽量………… コンパレータがONで重量値が次の条件  

を満たしているときに点灯します。  

（重量値＜下限値）  

▽正量…………コンパレークが0Ⅳで重量値が次の条件  

を満たしているときに点灯します。  

く下限値≦重量値≦上限値）  

① 重量表示  

計重した重量値（総重量又は正味重  

量）を表示します．また、風袋のメモリ  

や呼出、コイナンハ’－の入力等の操作時  

にはそれらのメサセーシ◆が表示されます。  

② 風袋表示  

風袋引を行うと風袋重量が表示され  ▽過量…………コンパレータがONで重量値が次の条件  

を満たしているときに点灯します。  

（上限値＜垂塁値）  

⑥ 単位表示  

77ンケション（F－2）で設定した単位（kg又はt）が点灯します．  

電源が接続されていれば表示がOFFのときも点灯します．  

ます。また、テンキーからIDナン  

バーやコードナンバー等を入力する  

時には入力した値が表示されます。  

③ 状態表示  

▽ゼロ点 ……  真のゼロ（0±1／4日）  

のときに点灯します。  

▽安定 ………  はかりが安定している  

ときに点灯します。安  

⑤キースイッチ   

［亘∃  ・… はかりのゼロ点をワンタッチで  

調整します。  

但し、フ了ンクジョンくF－5）で設定した  

範囲外でほ動作しません。  

……重量表示が総重量表示か正味  

重量表示かを切り換えます。  

定の条件はファンクション  

（F－8）で設定します。  

▽総重量 ……  重量表示に総重畳を表示  総重量  

しているときに点灯します。  

重量表示に正味重畳を表示  

しているときに点灯します。  

風・袋表示に風袋重量を表示  

しているときに点灯します。  

正 味  

▽正味  

………  風袋引を行い、重量表示は正味  

重量になります。   ▽風袋  

－ 7 一  



品  名   

コ ー  ド  

・・コー ドナンバーを入力するときに使用します。   

コードナンバーは任意の6桁の数字で最大100種の集計が可能です。   

また、約4秒間押し続けると設定モードとなります。  設定トトー  

風  袋   

メモリー  

‥風袋をメモリするときに使用します。最大50種の風袋をメモリできます。  

風 袋   

呼 出  

…・メモリした風袋を呼出すときに使用します。  

加 算  ‥‥重量値をメモリに加算します。コードナンバーが入力されていればコード  

ナンバー毎のメモリにも加算されます。  

…・重量値をメモリから減算します。コードナンバーが入力されていればコー   

ドナンバー毎のメモリからも減算されます。  

…・加算、減算した結果を表示します。  

減 算  

合 計  

印 字  …・垂豊値を印字します。また、データ出力（標準シリアル出力、OP－01、0卜  

04）をコントロールします。  

紙送り  ‥紙送りをします。  

‥表示州／OFFします。表示がOFFでも内部は通電されています。  

‥風袋やコードナンバーの入力、風袋のメモリーや各種設定時のデータ入力   

に使用します。   

‥風袋引のクリア、またはキー人力の取り消し等に使用します。  クリ ア  

‥テンキー入力の最後にこのキーを押すことにより、データが取り込まれます。  セ ット  

⑥ 設定カバー  

このパネルをはずして、内部のチェックスイッチ、キャリブレーショ ンスイッチ、  

ファンクションスイッチを操作します。  

⑦ ここに内蔵プリンタ（OP－08）を装着します。  

ー る －   



2）スタート  

（1〉 電源プラグをA ClO O Vのコン  

セントに差し込んで下さい。  
ご＝ミ＼ 

、．．，  

ニ／  

モ＝議   

ヽ  
ヽ 

＿＿≠ 
、  

（2）計量台に何も載っていない状態で  

声                                         l  

、  
キーを押して下さい。  （川／OFF   

㌔
 
㌔
1
ノ
す
 
 

＊約3秒間表示の全セグメント及   

び全L E Dが点灯します。  

＊次に約1秒間表示の全セグメン  

ト及び全L E Dが消灯しその後   

計量状態になります。  

邑．ヨ．芭．芭．臼．芭．芭Ⅸg O 芭．己．邑．西．邑．ヨ．迅賞g O  

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  

注）あらかじめ電源プラグを差し  

込んであった場合はウォーミ  

ングアップは必要ありません  

が、そうでない場合は約15分  

位のウォーミング7ップ時間  

をもうけて下さい。  

（3）左側表示器に重量値¢が表示され  

右  ” はブランクになります。  

もし、重量表示が¢にならない場合は  キーを押し表示をゼロにして下  

さい。操作方法のゼロの項を参照  

重量表示が大幅にズレている場合はキャリプレーシ≡ンの項を参照しゼロ点の  

調整をして下さい。  

（4）被計量物を載せ“▽”の安定マークが出たら数値を読みとって下さい。  

風袋（容器）がある場合は風袋を計量皿の上に載せ“▽’’の安定マークが出てか  

風袋引  キーを押し、重畳表示をゼロにしてから被計量物を載せて下さい。  

右側表示器にはその時の風袋尊重が表示されます。  

風袋引に関しては操作方法の風袋引の項を参照して下さい。  

－ 9 －   



（5）被計量物の合計重量を求めたい場合は  キーを押して下さい。  

重責値がメモリに加算され同時に計量回数が＋1されます。  

間違って  キーを押した場合は  キーを押せば重量値、回数が減  

算されます。   

詳しくは操作方法の単純合計の項を参照して下さい。  

（6）計丑物をおろし表示が¢になったのを確認し次の計量物をのせて下さい。  

（7）作業完了  

キーを押し、表示をブランクにする方法と電源プラグを抜く方法があ  0Ⅳ／OFF   

ります。   

電源プラグを抜いてO F Fにすると再度使用する時にウォーミングアップ時間が   

必要となります。  

キーでO F Fにした場合は再度使用する時にウォーミングアップ時間  ON／OFF  

を必要としません。  

キーは計量モード（左側表示器に重量が表示されているモード）  ON／OFF   但し、  

でないと効きません。  

以上簡単な使用方法を述べましたが、この他にIDナンバーごとに風袋値をメモ  

リする機能、コードナンバーごとに合計値、計量回数、風袋、上下限値をメモリ  

する機能、加算キーを押さなくても、品物を載せ重量が安定すると自動的に加算  

するオート加算モード等、色々な機能がありますので、次項操作方法を参考にし  

て使いこなして下さい。  
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5．操作方法  

5－1 ゼロ  

ゼロ点がずれた場合、  キーを押すと、ゼロ点が補正されます。但し  

キーはゼロ範囲（卜5）で設定された範囲内でのみ有効です。通常  

定時のみ有効ですがF－6を0又は10に設定しますと常に有効となります。  

注）ト5，ト6は7†ンクション恥5，6を示します。  

フ了ンクリコツの設定の項を参照して下さい。  

① 総重量表示の場合  

② 正味重量表示の場合  
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5－2 風袋引  

風袋引には  キーによるものとテンキー人力によるものの2通りの入力方法が  

あります。風袋引できる重量は1目以上で最大秤豊以下となります．また、最大秤量が  

10000のとき3000の風袋引を行いますと、計量できる正味重畳は7000となります．風袋  

引を行いますと、表示は自動的に正味重量表示となります。通常  キーは安定  

時のみ有効ですが、F－6を0又は10に設定しますと常に有効になります。  

キーによる風袋引（ワンタッチ風袋引）   5 － 2 －1  

5－2－2 テンキーによる風袋引（ディ ジタル風袋引）  
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5－2－3 風袋のクリア  

キーを押すと風袋はクリアされます。またハカリがゼロ点にあるとき  クリア   

キーを押すと風袋はクリアされまも  （ハカリに何も載っていないとき）に  

5－3 総重量表示←→正味重量表示の切り替え   

キーを押すと、総重量表示と正味重畳表示が交互に切り替わります。どちら  

の表示でも風袋が入力されていれば右側には風袋が表示されます。正味重量は総重量  

一風袋ですから、風袋が入力されていないときは総重量と正味尊重は等しくなります。  
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5－4 風袋メモリ  

5－4－1 風袋メモリ   

風袋重量をメモリする場合には、風袋重量に固有の番号（IDナンバー）を付けて   

メモリします。IDナンバーには0以外の6桁の任意の数字が使用できます。  

操作例  

153．5という風袋重量を10というIDナンバーでメモリする。  
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キーを押したとき、表示が点滅する場合  ＊操作の4で  セット   

これは入力したIDナン′ヾ－がすでに使われていることを示しています。以前に  

メモリした風袋を書き替えてよい場合は  キーを押して下さい。以前に  セット  

メモリした風袋を残しておきたい場合は   キーを押して下さい。IDナ  クリア  

ンバーの表示が消えますので別のIDナンバーを入力し直して下さい。  

キーを押して“Err凸「 】d”と表示する場合はIDナンバーと  セット  

して0を入力したときです。IDナンバーに0は使用できませんので0以外の  

IDナンバーを入力して下さい。  

5－4－2 風袋メモリの呼出し   

メモリしておいた風袋重量を呼出します。呼出すときはIDナンバーを入力します。  

操作例  

10というIDナンバーでメモリしてある153．5という風袋重量を呼び出す場合。  
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＊操作の3で“監rr凸r n凸 は；” と表示が出たときは、入力したIDナン   

バーでメモリされている風袋重宝が存在しないことを示しています。IDナンバー   

をもう一度確かめて下さい。  

5－4－3 1Dナンバーの確認  

風袋重量をメモリから呼び出しているときに、その風袋重量のIDナンバーがいくっ  

であるかということを確認するときは次のように操作します。  

操作例  

メモリから呼び出した風袋重量のIDナンバーを知りたい場合。  

換作の1で右側に何も表示されない場合は、メモリからIDナンバーで呼び出した  

風袋ではないことを示しています。  

5－4－4 メモリした風袋重量すべての確認  

何種頼も風袋をメモリした時など、今どんなIDナンバーでどんな風袋がメモリして  

あるのか、わからなくなる場合があります。そのようなときは次の操作によって、メ  

モリされているすべてのIDナンバーと風袋重量を確認することができます。  
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】d  

id  

ヒ円rE  

id  
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このように  キーを押すたびにIDナンバー、風袋が交互に表示されます。  

表示される順番はメモリした順になります。すべてのIDナンバーと風袋重量を表  

示すると重量表示へ戻ります。  

＊途中で中止したい場合は  キーを押して下さい。重量表示へ戻ります。  

5－4－5 メモリした風袋重量のクリア  

操作例  

10というIDナンバーでメモリした風袋重量をクリアする。  

ー18 －   



5－4－6 メモリ した風袋重量すべてのクリア  

キーで表示をO F Fにします。  キーを押しながら  

キーを押して表示をO Nにします。これでメモリされていたIDナンバーと風袋  

はすペてクリアされます。  

5 －5  コードナンバー  

5－5－1 コードナンバーの人力  

コードナンバーには0以外の6桁の任意の数字が使用できます。  

操作例  

10 0というコードナンバーの入力  
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⊂凸dE  

5－5 －2  コードナンバーのクリア  

入力されている100というコードナンバーをクリアする。  
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5－5－3 単純合計  

コードナンバーを入力せず単純に重量を加算し、合計を求めます。  

操作例  

A（10．5kg）、B（12．7kg）、C（15．Zkg）の3つの品物を計量（加算）して合計を求  

めます。  
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キーを押して下さい。メモリから加  キーを押した時は、  ＊間違えて   

算した重量を引き、計量回数を－1にします。   

＊合計重量は－9gg9gg9－999999gg、計量回数は－9g9g～g99g9の範囲です。加算又は   

減算キーが押されたとき、この範囲を超えてしまう場合“ヒ凸ヒ円」 凸F” と表   

示されます。  
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5－5－4 合計重量のクリア  

操作例  

5－5－3で求めた合計をクリアします。計量回数もクリアされます。  

5－5－5 コード（品種）別の合計  

A，Bと2種類の品物を計量する場合、それぞれの品種にコードナンバーを付け、  

計量前にコードナンバーを人力して加算すれば、コード別の合計と計量回数及び、  

A，B全体の合計と計量回数がわかります。  

5－5－4で説明した操作を行いますと全体の合計と計量回数がクリアされますが、  

コード別の合計と計量回数はクリアされません。  
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品物Aを2ケ（10・3kg・11・2kg）計量し、次に品物Bを2ケ（7．2kg，8．1也）計  

量し、再び品物Aを1ケ（10．7kg）計量し、合計を求める。コードナンバーは、  

Aが10、Bが11とする。  
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これで計算が終わりました。合計やコード別の合計を見る場合は次の操作を行います。  

① 全体の合計を見る。  
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② コード別の合計を見る。  
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5－5－6 コード別合計のクリア  

操作例  

コードナンバー10の合計をクリアする場合。  

＊クリアするのを中止したいときは、操作3で再び  キーを押して、コー  クリア   

ド別の合計表示に戻してから  キーを2回押して下さい。   セ ット  
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5－5 －7 合計のオールクリア  

キーで表示をO F Fにしてから、  キーを押しながら  

キーを押して表示をONにしますとすべての合計（すべてのコード別の合計と単純  

合計）がクリアされます。  

5－5－8 すべての合計の確認   

コードナンバーを何種類も使用しますと、コード別の合計のすべてを見るために、  

1つ1つコードナンバーを入力していくのは面倒です。このような場合、次のよう  

に操作しますとコードナンバーを入力せずにすべてのコード別の合計を見ることが  

できます。  
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キーを押していくと、コードナンバー、合計、計量回数の順  このように  セット   

に次々と表示されます。すべてのコードナンバーについて表示した後、重量表示に  

戻ります。途中で重量表示へ戻りたい場合は  キーを押して下さい。  クリ ア   

5－5－9 オート加算モード  

キーを押さなくても、品物をハカリに載せて重量  オート加算モードでは  

値が安定すると自動的に加算を行います。この機能を利用しますと、品物を載せる  

だけで集計ができ、操作が簡単になります。   

オート加算ができるのは、ゼロ付近（F－15）設定を超えた重量です。品物を載せて   

オート加算後、品物を降ろして表示がゼロ付近設定以下になってから次の品物を載  

せて下さい。  
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オート加算モードの設定方法  

ー 32 －   



5－5－10 コードナンバー毎の風袋、上下限値の登録   

コードナンバー毎に風袋重塁及びコンパレー クの上下限値を登録しておきますと、  

コードナンバーを入力するだけで、これらの値を呼び出すことができます。   

コードナンバー10に風袋重量として12．5、下限値として99．7、上限値として  

100．3を登録する。  
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▽  

▽  

▽  
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5 －6  コ ンパレ一夕   

重量の上限値と下限値を設定し、この重量範囲に入っているか、また軽すぎるのか、  

壷すぎるのかを判定します。判定結果は右側の表示下部の▽印で示されますので、本   

器は簡単にウエイトチェッカとして使用できます。また判定結果の外部出力の必要な  

場合はO P－02 く外部入出力）を使用して下さい。   

コンパレ一夕機能は必要に応じてON／O F Fができますのでコンパレ一夕出力が   

不要のときはO F Fにしておきます。上限値、下限値には負の数も設定できます。コ  

ンパレークのO N／O F F及び上下限値の設定は次のように操作して下さい。  

操作例  

コンパレークをO Nにして、下限値を99．7、上限値を100．3に設定する。  
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以上の操作でコンパレークがO Nとなり、上下限値が設定できました。  

コンパレ一夕をOF Fする場合には操作2のところで“⊂－OFF”と表示してい  

キーを押して、操作5により設定モードから抜けて下さい。  る時に  セット   

上下限値を設定後、コードナンバーを入力した場合、そのコードナンバーに上下限  

値が登録してあればそのコードナンバーに登録された値がコンパレークの上下限値  

となりますが、登録していなければ上下限値は変化しません。また、コンパレーク  

がO F Fのときには、コードナンバーを入力しても上下限値は変化しません。  

5－7 重力加速度補正  

日本国内でも北海道と九州とでは重力加速度が約1／1000異なります。  

ですから北海道でキャリブレーションした秤を九州へもっていってそのまま使用し  

ますと約1／1000重量が異なってしまいます。もしそれ以上の精度を要求する場合は  

再度キャリブレーションをしなくてはなりません。   

本機能は使用場所が変更になっても分銅を用意せずに使用場所の重力加速度を入  

力するだけでスパンを合わせる辛が出来る便利な機能です。  
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5－7－1 操作手順   

例）鹿児島く重力加速度9．794m／s2）で使用する場合  

注）インジケー タの上面に使用地区が記入されている場合は出荷時に重力加速度が  

設定されています。  
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5－7－2 エラー表示  

⊂ ∈rr ヨ   

G－1とG－2の比が0．99～1．01の範囲外の場合表示されます。これは実際に  

あり得ない重力加速度が入力されたことを意味しています。もう一度、重力加速  

度を調べて入力し直して下さい。  

－  

rl  

G－1の値を入力していない状態でG－2を入力した場合に表示されます。重  

力加速度補正を行うときは、あらかじめ、キャリプレーシちンを行った場所の重  

力加速度を入力して下さい。   

当工場では、重力加速度を入力してキャリブレーションを行っています。出荷  

後重力加速度を入力しないでキャリブレーションを行った場合このような辛がお  

こります。  

G－1は0が表示されます。   

エラー表示が出た場合は、重力加速度補正は出来ませんので、キャリブレーシ  

ョ ンをO F Fにして下さい。  
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6 ファンクショ ンデータの設定  

6－1 ファンクションデータを設定する事により各種機能の設定ができます。  

ファンクションの設定方法  

スイッチを押して表示をO Nにします。設定カバーをはずしてファン  

クションスイッチ く右側〉 をO Nにします。  

ファンクション  

スイッチ  

ファンクションモードに入り“F－’’と表示  

されます。  

2）設定したいファンクションナンバーを入力します。  

・例えば F－6（安定検出条件）を設定する場合は  

＝  のキーを押します。  

・次に   キーを押します。  セット   セット  

F 一 邑  

キーを押すと入力したファンクションナンバ  

ーが取り込まれ、右側の表示に現在設定され  

ている値が表示されます。  
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3）設定したいファンクションデータを人力します。  

例えば11（1日／秒）に設定する場合は  F － 忘  

□  とキー入力します。  

・次に   F － 「  キーを押します。  セット   セット  

キーを押すと入力したファンクショ ンデータ  

が取り込まれます。そして、次のファンクシ  

ョンナンバーが左側に、そのファンクション   

データが右側に表示されます。  

4－1）続いて次のファンクションデータを設定する場合。  

3）の操作（ファンクショ ンデータを人力し、  

さい。  

キーを押す）を行って下  セット   

4－2）別のファンクションを設定する場合。  

キーを押すと、ファンクションナンバーが次へ移りますので、設定し  

キーを押して、3）の操作  たいファンクショ ンナンバーが現れるまで  セット   

を行います。また、変更したいファンクションナンバーが離れている場合には、  

キーを押してから2）、3）の操作を行って下さい。  

5）設定が終わりましたら、ファンクションスイッチをO F F（左側）にします。  

“F E n d”と約7秒間表示した後、計量   

モードへ戻ります。  F End   
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6 －2  ファンクショ ン・リ スト   

ファンクショ ンにより次に示す各種機能の設定ができます。   

・基本ファンク ショ ン  

7†ンクシュ日払   機  能   
設 定 内 容   

F－1   小数点位置   P．48参照   

F－2   単位   kg ，t   

F－3   表示書替回数   16回／秒、8回／秒、4回／秒、2回／秒、1回／秒、  

0．5回／秒、安定後ホールド、ピークホ．－ルド   

F－4   フ ィルタ   弱い、標準、やや強い、強い   

F－5   ゼロ範囲   最大秤量の±2％、±10％   

F－6   安定検出条件   1D／0．5秒～gD／秒   

F－7   ゼロトラック条件  

F－8  電源周波数   50江z、60IIz   

F－g   動作モード   ノーマルモード、トラックスケールモード1、  

ト ラック スケールモード2   

F－15   ゼロ付近   0・－255  

F－16   加算、減算キーの  

連続操作   
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・標準シリアル出力  

F－21   ボーレート   600、2400   

F－22   出力データ   表示重量、総重量、正味重量、風袋、総重量／  

正味重量／風袋   

F－23   出力モード   ストリーム、オートプリ ント、マニュアル、プリ  

ンタ   

F－24   オーバー  出力する、出力しない   

不安定のテー一夕出力  

F－25   印字インターバル  0～3．5秒   

・O P－01（B C Dパラレル出力）  

F－31   出力データ   表示量重、総重量、正味重量、風袋   

F－32   出力モード   ストリーム、オートプリ ント、マニュアル   

F－33   出力論理   正論理、負論理   

F－34   出力フォーマット  ノーマル、AD－8113フォーマット   

・O P－02（外部入出力）  

F－・11   フロ ントキー   フロントキーと外部入力の両方が有効、外部入力  

の禁止   のみ有効   

F－12   コンパレーク   常に比較、安定時のみ比較、6日以上で比較、  

モード   6日以上で安定時のみ比較   
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・O P－04（シリアルインターフェース）  

F－41   ボーレート   600、1200、2400、4800、9600   

F－42  出力データ   表示重量、総重量、正味重量、風袋  

総重量／正味惑量／風袋   

F－43   出力モード   ストリーム、オートプリ ント、マニュアル、  

コマンド、プリンタ   

F－44   オーバー、  出力する、出力しない   

不安定時の出力  

F－45   印字インターバル  3．5秒   

・O P－07（アナログ出力）  

F－51   出力データ   表示重量、総重量、正味重量   

F－52   ゼロ点での電流値  0．0・－g9．91独A   

F－53   秤量での電流値  0．0一－99．gmA   

・O P－08（内蔵プリンタ及び外部プリンタ）  

F－61   印字フォーマット  表示重量、総垂、正味、風袋、年月日、時刻   

F－62   紙送り量   紙送りせず、1行、2行、4行   

F－63   合計クリア   クリアせず、合計のみクリア、合計及びコード別  

合計クリア、コード別合計のみクリア   

F－64   時間制   24時間制、12時間制   

F－65   西暦／元号   西暦、元号く平成）   
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F－66  

・O P－09（カレンダー／時計）  

6－3 ファンクションの内容  ＊は出荷時設定を示します。  

小数点位置   

‾‾ 

各機種ごと上記の値で設定されていますので、上記の値か ら変更しないで下さい。  

F－2の設定値   単 位   

短  

2  

短，tのいずれかの設定が可能ですが、本器では也で設定して下さい0  

標準シリアル出力、B C Dパラレル出力 くO P－01）、シリアルインターフェ  

イス（OP－04）、内蔵プリンタ（O P－08）の単位もF－2で設定されます0  
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表示書替回数  

表 示 回 数  F－3の設定値  

16回／秒   

8回／秒   

4回／秒   

2回／秒   

1回／秒  

0．5回／秒  

安定後ホールド（表示がゼロ付近設定値（F－15）以下で  

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7  

※  

ホールド解除）   

安定後ホールド（   

ピークホールド（  

キーでホールド解除）   

キーでホールド解除）   

クリア  

クリ ア  

設定値が7の場合、表示が正でかつゼロ付近で（F－15）設定値を超えて安定すると  

表示がホールドされます。  

キーが押されるか、または表示値がゼロ付近設定値以下の値になるとホ  クリア   

ールドが解除されます。  

設定値が8の場合、表示が正でかつゼロ付近設定値を超えて安定すると表示がホー  

ルドされます。  

キーが押されるとホールドが解除されます。  クリア   

設定値が9の場合、表示が正でかつゼロ付近設定値を超えた値のピーク値を表示し  

ます。  キーが押されるとど－ク値のホールドを解除します。  クリア   

設定値が7、8、gの場合、各種インターフェース（標準シリアル出力、BCD出力、  

シリアルインターフェース、アナログ出力）の出力データとして表示重量以外を選  

択した場合は、表示がホールドしていても選択したデータをホールドすることなく  

出力します。  
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F－4  フィルタ  

アナログのフィルタに加え、4段階に切り替えられるディジタルフィルタを採用し  

ています。そのため計量環境に応じて最適なフィルタを選択できます。  

フィルタを弱くすると応答は早くなりますが、振動等の外乱の影響を受け易くなり  

ます。また逆にフィルタを強くすると応答は遅くなりますが、外乱に対して強くな  

ります。  

そのため計量環境に応じて適当なフィルタを選択して下さい。  

なお、4（強い）を選択しますと表示回数がF－3の設定の1／2になります。  

選択の目安は次の通りです。  

早い応答が必要で、外乱のない場合。  1の場合  

通常の使用環境の場合。  2  ′′  

振動などの外乱がやや多い場合。  3  〝  

動物計量など振動が多い場合。  4  〟  
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ヰーが有効な範囲）  ゼロ範囲 〈   

F－5の設定値   ゼロの範囲   

1   最大秤量の±2％   

2   最大秤量の±10％   

キャリプレーション時のゼロ点に対して、±2％又は10％範囲内でのみ有効とな  

ります。  

安定検出条件  

F－6の設定値   安定検出条件   F－6の設定値   安定検出条件   

0  安定換出を行いません  10  安定検出を行いません  

1日／0．5秒  1日／秒  

2  2日／0．5秒  2日／秒  

3  3日／0．5秒  3日／秒  

4  4日／0．5秒  14  4日／秒  

5  5日／0．5秒  5日／秒  

6  6日／0．5秒  6日／秒  

7  7日／0．5秒  7日／秒  

8  8日／0．5秒  8日／秒  

9  9日／0．5秒  9日／秒   
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安定検出条件が2日／1秒の場合、1秒の間、重量値が2日以内の変化であれば安  

定とみなします0前頁の表に示す通り、F－6の設定値の1の位が安定検出の幅を  

示し、十の位が時間（0のとき0．5秒、1のとき1秒）を示しています。0又は10に  

設定しますと安定表示は点灯しません。  

計量速度が要求され、比較的ラフな計量では安定検出幅を大きめに時間を短くしま  

す。  

また、十分に安定したことをみる場合は、安定検出幅を小さく、時間を長くします。  

ただし、振動などの影響がある場合にはなかなか安定となりませんので注意して下  

さい。  

キーは安定時のみ有効となっていますが、不安定時でもこれらの  

キーを有効にしたい場合は0又は10に設定して下さい。  

ゼロトラック条件  F－ 7   

ト7の設定値  ゼロトラック条件  ト7の設定値  ゼロトラック安定検出条件   

0  ゼロトラックなし  ゼロトラックなし  

0．5日／1秒  0．5日／2秒  

2  1．0日／1秒  1．0日／2秒  

3  1．5日／1秒  1．5日／2秒  

4  2．0日／1秒  2．0日／2秒  

5  2．5日／1秒  2．5日／2秒  

6  3．0日／1秒  3．0日／2秒  

7  3．5日／1秒  3．5日／2秒  

8  4．0日／1秒  4．0日／2秒  

9  4．5日／1秒   4．5日／2秒   
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ゼロトラックとは、ハカリのゼロ点のゆっくりとしたドリフトに本券のゼロ点を追従  

させることによってゼロ点を安定させるものです。  

ゼロトラック条件は、ゼロトラック有効幅と時間で設定します。たとえば1．5日／2秒  

と設定した場合、重量値がゼロ点の±1．5日以内であり、その状態が2秒間続いたとき、   

1／4日ずつゼロ点を追従させます。従って±1．5日を越える場合はゼロトラックは行  

われません。  

追従する速さは、設定値が1～9の場合、1日／4秒、11～1gの場合、1日／8秒となり  

ます。これ以上の速さで変化する場合はゼロトラックは行われません。  

ゼロトラックはゼロ範囲（F－5）で設定された範囲外では行いません。  
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電源周波数  

F－8の設定値  電源周波数   

50Hz  

2  60Ez  

本器は外来ノイズに対して非常に強く設計されていますが、商用周波数の誘導ノ  

イズを除去するために使用地域の電源周波数に合わせて設定して下さい。この設定  

を変更しますとゼロ、スパンが変化しますので、キャリブレーションを行う前に設   

定して下さい。   

キャリプレーション時に使用地域が決まっていない、また、設定を変更せずにキャ  

リブレーションを行ったなどの場合は、使用上特に不都合がない限り、あえて設定   

を変更する必要はありません。  

動作モード  

ノーマルモード…… 通常のはかりとして  

使用するモードです。  

※  出荷時はこの設定に  

なっていますので、  

そのまま使用して下  

さい。  

トラックスケール…本器をトラックスケ  

モード1，2  －ル用インジケータ  

として使用するため  

のモードです。  
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ゼロ付近  F－15   

※ 出荷時は5日となっています。  

ゼロ付近とは、はかりの上から品物が降ろされたとインジケータが判断する表示値  

です。つまり、5日と設定した場合には、表示値が5日を超える値のときに品物が  

載っている、表示値が5日以下のときには品物が降ろされたとインジケータは判断  

します。この設定が意味を持っのは表示ホールド自動印字、自動加算、各種データ  

出力のオートプリント、O P－02のコンパレー ク出力、加算／減算キーの連続操  

作禁止時などです。これらの機能を利用する場合には、使用日的や計量する品物な  

どの条件に応じて使い易い値に設定して下さい。  

加算、減算キーの連続操作  F－16   

F－16の設定値  加算、減算キーの連続操作   

0  禁止  

1  許可   
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禁止を選択した場合は、表示重量がゼロ付近（F－15）の設定を超えている場合  

に、1回だけ加算または減算キーが有効となります。一度加算または減算を行うと、  

はかりに載っている品物を降ろさない（表示重量がゼロ付近設定以下にならない）  

と次の加算及び減算はできません。  

このように一度計量したものを誤って二度加算してしまうことを防止することがで  

きます。  

許可を選択した場合は、キーを押す度に加算、または減算します。  

6－4 棲準シリアル出力   

この出力iま弊社の外部表示器（AD－8917、AD－8919）やプリンタ（AD－8121）などの周辺機  

器に接続するためのものです。出力信号は20mAカレントループとなっています。  

6－4－1ファンクション設定   

標準シリアル出力に関する設定項目として次の5つの設定があります。周辺機器   

と接続する前に使用日的に合わせて設定して下さい。接続例及び使用例については  

後で述べます。  

※は出荷時設定を示します。   ボーレート  F－21   

F－21の設定   ボーレート   

600  

2  2400  

この設定はデータの伝送速度を切り換えるものです。接続する機器とボーレート  

を同一にして下さい。弊社の周辺機器は通常出荷時設定が2400ボーとなっておりま  

すので設定を変える必要はありませんが、外部表示器等を離れた場所に設置して接  

続ケーブルが長くなり誤動作する場合などは600ボーに設定して下さい0（AD－8121は  

2．400ボーのみです。〉  
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出力データ   F －22  

この設定は出力する重量データの種類を選択するものです。接続する周辺機器で  

何を表示（印字）させるか、使用日的に合わせて選択して下さい。1に設定します   

とインジケータが総重量を表示しているときは総重量、正味重量を表示していると  

きは正味重量を出力します。  

2～4に設定しますとインジケ一夕の表示モード く総重量／正味〉 にかかわらず選   

択された重量データを出力します。5に設定しますと総重量、正味重量、風袋重量  

の3つを連続して出力します。この場合、データの選択は周辺機器側で行います。  

出力モード  F－23   

この設定はデータを出力するタイ ミングを選択するものです。  

各モードの説明は6－4－2を参照して下さい。  
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秤量オーバー、不安定時のデータ出力  F－24   

F－24の設定値   データ出力   

出力する  

2  出力しない  

この設定は秤量オーバー 、マイナスオーバー、重量不安定時にデータを・‘出力す  

る”か“出力しない”かを選択するものです。“出力する，，を選択した場合、オー  

バー時は出力データのうち重量値はスtペースとなります。この設定（F－24）はオート  

プリントモードでは意味を持ちません。また、出力データの設定く卜22）が“風袋重  

量”の場合はト24の設定にかかわらずデータを出力します。  

印字インターバル  F－25   
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この設定は、出力モードをプリンタモードに設定した場合のみ意味を持ちます。   

外部プリンタとプリンタモードで接続する場合、接続するプリンタが印字申にデー   

タを受け取ることが出来ない、または、バッファサイズが印字データより小さいと   

きには、プリンタの印字速度（1行印字するのにかかる時間）に合わせて設定して   

下さい。AD－8118Aの場合は2 く1秒〉、AD－8121の場合は3（1．5秒）以上設定し   

て下さい。  

※）オプションに関するファンクション（卜11，12，F－31～）の内容はオプションの項   

を参解して下さい。また、外部プリンタの印字フォーマットについての設定は、内   

蔵プリンタ（OP－08）と同様にF－61～となりますので、内蔵プリンタオプションの項   

を参照して下さい。  

6 －4 － 2 モード   

ストリームモード、オートプリ ントモード、マニュアルモード、プリンタモード   

の4つのモードがあり、次のようにデー タを出力するタイミングが異なります。  

ストリームモード……‥デー タを連続して出力し続けます。ボーレートが600の  

とき約3回／秒、2400のとき約12回／秒のデータ出力と  

なります。このモードは外部表示器に接続する場合、  

又は、外部プリンタを使用し、プリンタ側の印字スイ  

ッチで印字を行う場合に使用します。  

オートプリントモード…・表示量量がゼロ付近（F－15）設定を超えて安定すると  

1回だけデータを出力します。データ出力後、表示量量  

がゼロ付近設定以下になると次のデータ出力が可能と  

なります。このモードは外部プリンタを使用して、品  

物を載せたとき自動印字させる場合に使用します。  

キーを押したとき1回だけ  マニュアルモード……‥ フロ ントパネルの   

データを出力します。このモードは外部プリンタを使  

用し、本器のフロントパネルの   

行う場合に使用します。  

キーで印字を   
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プリンタモード……‥・・ 外部プリンタ（AD－8118A、AD－8121など）に内蔵プリン  

タ くOP－08）と同様に印字するためのモードです。プリ  

ンタモードでは、IDナンバーやコードナンバー等も  

内蔵プリンタと同様（但し、仮名、漢字は印字できま  

せん）に印字することができます。印字フォーマット  

はト61←66で設定できます。外部プリンタはダンププ  

リントモードで使用して下さい。  

6－4－3 インターフェイス仕様  

D川コネクタ：TCS O270（ホシデン）  

ピントh  

1   N C   

2   FG（シールド）   

8   シリアル出力 ＊   

4   NC   

5   シリアル出力 ＊   

6   NC   

7   NC   

1トッフ○・ヒ叫・：・ト  

テ¶一夕・ヒ≠リト  
′「●リデイ・ヒ、ット  

クート・ヒ‾…ト  

20†lAカレントルーフ●   

1＝20mA  

0＝OmA  

＊極性はありません。  （ただし、電流源は、外部で用意して下さい。）  

弊社製の周辺機器との接続は付属のコネクタで3ピン、5ビンを一対一接続して下  

さい。  

接続例）  

インジケータとAD－8917を接続する場合  

2芯シーい’－！ト7’’ル  
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7 保守点検  

7－1キャリブレーション（ゼロ、スパン調整）  

キーを押しても表示が¢にならなかったり、スパンが  大幅にゼロ点がずれ   

ずれた時ほ以下の手順でキャリブレーションを行って下さい。   

ロードセルを接続し、電源コネクタをAClOOVに接続します。ロードセルは電源投入  

直後、特性が不安定な場合がありますので、この状態でしばらくランニングします。  

このとき表示はONでもOFFでもかまいません。本器は外来ノイズに対して非常に強く  

設計されていますが、商用周波数の誘導ノイズの除去能力をより高めるために、使用  

地域がわかっている場合は使用地域の電源周波数にファンクショ ン（ト8）の設定を合   

わせることを推奨します。他のファンクションは、キャリブレーション後に設定変更  

できますが、ト8だけはゼロ、スパンが変わってしまうためキャリブレーションの前に   

設定しなければなりません。使用地域が決まっていない場合は、出荷時設定のままで  

キャリブレーショ ンを行って下さい。この場合でも特殊な使用条件でなければ、安定  

した計量が行えます。   

キャリブレーション時には、小数点の位置は無視して考えて下さい。つまり、最大  

秤量2000．0、最小目盛0．5の場合それぞれ20000．5として扱います。  

7－1－1キャリプレーションの手順  

スイッチを押して表示を0Ⅳにします。  

琶．B．芭．B．B．B．芭．臼．Kg O遍．芭．琶．芭．芭．呂．芭．竃．xg o  

▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽  

約3秒間表示の全セグメント全L E D  

が点灯します。  

次に約1秒間、表示の全セグメント全L E D  

が消灯し、その後、計量状態になります。  
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2）設定カバーをはずして、キャリブレーションスイッチ（中央）をONく右側）にし  

ます。  

キャリブレーショ ン  

スイ ッチ  

キャリブレーショ ンモードに入ったこ   

とを示す“C A L”というメッセージ   

が約2秒間表示されます。  

d  

次に、現在設定されている最小目盛が表示されます。  

最小目盛は機種によって異なります。以下の値が表示されるか確認して下さい。  

機  種   最小目盛   

FTlOEA2．FT60ⅩA2，FT60EAl．FTlOOKAl  

FT600KA4．FT600EA3   

FT15ⅩA2．FT150EAl．FT1200KA3   

FT30ⅩA2．FT300ⅩA4   
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キーを押して下さい。  最小目盛表示が合っていた場合は  セット   

いない場合はテンキーから上記の値を入力し  セット  ′′   

キーを押して下さい。  

d  例えば、最小目盛を5と設定する場合  

はまず［∃  のキーを押します。  

；・・ 申－■∴ 
取り込まれ、右側の表示の全小数点が  

約1秒間点灯します。  

次に、現在設定されている、最大秤畳が表示されます。  

4）最大秤量値も機種ごとに異なります。以下の値が表示されているか確認して下さ  

い。  

機  種   最大秤量値   

FTlOKA2，FTlOOKAl   10000   

FT15ⅩA2．FT150EAl   15000   

FT30ⅩA2，   31000   

FT60EA2．FT60KAl  

6000   

FT600KA4．FT600KA3  

FT300ⅩA4．   30000   

FT1200ⅩA3   12000   
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最大秤量値表示が合っていた場合は  キーを押して下さい。  セット   

”  合っていない場合はテンキーから上記の値を入力し  

辛ーを押して下さい。  セット  

例えば最大秤量を10000と設定する場合  

‘乱雲ニロ、ロ、  
⊂円P  

‡Oロココ  

欄  琶宝；孟‡≡ニ芸：  
取り込まれ、右側の表示の全小数点  

が約1秒間点灯します。  

［ヨ  次に、ゼロキャリブレーショ ンモード  

のメッセージが表示されます。  

5）ゼロ点の調整を行います。ハカリに何も載っていないことを確認し、安定表示が  

キーを押して下さい。安定表示が点灯して  点灯しているのを確認して  セット   

キーを押しますと誤差が生じます。  いないときに  セット  

スパンのキャリブレーションを行う場合には最初に必ずゼロのキャリプレーショ  

ンを行って下さい。   

ゼロ調整が不要の場合は  キーを押して下さい。ゼロキャリブレーション  

を行わず、スパンキャリブレーションモードとなります。  

安定表示が点灯しているのを確認して  

キーを押します。ゼロのキ  セット   

ヤリプレーションが行われ、右側の表  

示の全小数点が約1秒間点灯します。  
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次に、スパンキャリブレーションモー  

ドのメ ッセージが表示されます。  こ円」 5PI－1  

6）スパン調整を行います。右側の表示には4）で設定した最大秤量債が表示されま  

すので最大秤量に相当する分銅をハカリに載せ、安定表示が点灯しているのを確  

キーを押して下さい。安定表示が点灯していないときに  認してから、  セット   

キーを押すと誤差が生じます。スパン調整が不要の場合は  セット  

キーを押して下さい。  

スパンのキャリブレーションは行わず、以前のスパンのままとなります。  

⊂円L 5戸∩  最大秤量に相当する分銅を載せます。  

安定表示が点灯するのを確認して  

キーを押します。スパンキ  セット   

ヤリプレーションが行われ、右側の表   

示の全小数点が約1秒間点灯します。  

⊂円L 邑「一d  

次にキャリブレーションの終了を示す  

メッセージが表示されます。  

最大秤量に相当する分銅が使用できない場合には、秤量以下でなるべく最大秤  

量に近い分銅を載せ、その重量をキー入力し、安定表示が点灯するのを確認し  

キーを押して下さい。  セット   て  

例えば、15000の分銅を用いる場合はそ  

デモ≡ニ三   
して安定表示が点灯するのを確認して  

⊂円L ≡；戸（  

キーを押します。  セット   
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7）キャリブレーションが終了しました。キャリブレーションスイッチをO FFにし   

ますとキャリブレーションデータがメモリに書き込まれ 、計算モードとなります。  

キャリプレーショ ンスイッチをO F F   

にします。メモリにデータを書き込ん  

でいる間（約7秒）匿lrdというメッ  

セージを表示します。  

End  

計量モードとなり、重量値が表示されます。  

キャリブレーションをやり直したい場合、キャリプレーションスイ ッチを  

O F Fにする前に  キーを押せば、2）へ戻ります。  

今回行ったキャリブレーションを無効にしたい場合は  キーを押し  クリア   

ながらキャリブレーションスイッチをO F Fにします。こ円∩⊂邑」（キ  

ャンセル）のメッセージが表示され、今回のキャリプレーションは無効になり、   

以前のままで計量モードへ戻ります。  

8）分銅を載せ降ろししてゼロ，スパンを確認して下さい。  

値が狂っている場合は、上皿がケーブルに当たっていないか、又上皿がペースユ  

ニットと接触していないか確認し再度キャリブレーションを行って下さい。  

注）ゼロ及びスパンのキャリブレーションにおいて、安定表示（▽マーク）はハカリ  

の安定状態を示しています。従って安定表示が点灯していない時に  セット  

キーを押すと、誤差が生じる場合があります。正確にキャリブレーションを行う  

キーを押して下さい。ま  ためには安定表示が点灯することを確認して  セット   

た安定表示がいつまで待っても点灯しない場合は、原因となる外乱く床の振動、  

風など）を取り除いて下さい。  

7－1－2 キャリブレーショ ンエラー  

1）⊂ Err コ  最小目盛の設定が違っている時に表示されます。  

その機種にあった値が設定されているかどうか再確認  

して下さい。  

1／20000を超えた分解能を設定した時表示されます。  

最小目盛、最大秤盟の設定がその機種に合っているか  

再確認して下さい。  
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3）⊂ Err 空   

こ Err ヨ  
いずれもコネクターの接触不良、断線、ロードセルの  

不良等が考えられます。まず、接触不良、断線の確認  

を行って下さい。  

4）⊂ Err 」‡   

⊂ Err 5  
いずれもスパンキャリブレーション時に入力した分銅  

値に誤りがあった時表示されます。  

エラー4ほ最大値よりも大きい分銅値を入力した場合   

′′ 5は最小値よりも／トさい  ′′  

5）⊂ 匿rl－   

こ Erl－   

⊂ EI－l－  

邑
 
「
一
芭
 
 

いずれもロードセルが不良の時表示される事がありま  

す。  

7－1－3 重力加速度補正値の登録   

今後重力加速度の異なる地区に移して計量器を使用する可能性が有る場合は、キ  

ャリブレーションを行った地区の重力加速度値を登録して下さい。  

7－1－3 操作例  

1）東京（重力加速度＝9．7g8m／s2）で10000でキャリプレーションを行い、重力加速度   

を設定しておきます。  
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⊂－】  

⊂－】  
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G－1の値を設定するとG－2には自動的にG－1と同じ値が設定きれますので、重力加速  

度が同一の地区で使用する場合問題はおこりません。  

7－1－4 ロードセルとインジケータの接続   

キャリブレーション時エラー6～8が表示された場合は以下の配線をチェックし断  

線、接触不良がないかチェックして下さい。  
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、 ヽ  

接続ケ ーブル  

SトID   ロ ード セル・コ ネク タ   
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ピン No．   信  号   略  号   ロードセルケーブル色   

ロードセル電源 ＋   EXC＋   

赤   

2   センス入力  ＋   S E N十   

3   センス入力   S EN－   

白   

4   

ロードセル電源 －   EX C－   

5   ロードセル入力 ＋   SIG＋   緑   

6   ロードセル入力 ー   SIG－   青   

7   シールド   S HD   シ‾ルド  

Pin No．1と2及び、3と4はそれぞれショートされています。  

－ 70 －   



8 データの初期化  

ID／T AREデータ、コrドデータ、ファンクションデータ、キャリブレーションデ  

ータなどの各種データが内部に保存されています。これらの各データを初期化すること   

ができます。  

8－1 ゼロ、風袋のクリア  

キーを押しながら  表示を一旦O F Fにし、   

O Nにします。   

キーを押して表示を  

8－2 すべてのID／T A R Eデータのクリア  

表示を一旦O F Fにし、   

にします。  

キーを押しながら  キーを押して表示をO N  

8－3 合計及びすべてのコード別合計のクリア  

表示を一旦O F Fにし、   

にします。  

キーを押しながら  キーを押して表示をO N  

8－4 バックアップデータの初期化   

ゼロ、風袋、下限値、上限値、合計、コードナンバーをクリアし、自動印字、自動加   

算、加算印字、コンパレークをO F F状態にします。  

［∃  
電源コードをコンセントから抜き   キーと  キーを同時に押したまま、  クリ ア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“ lnlヒ”“d円ヒR”というメッセー  

ジが表示されたらキーを離して下さい。  

8－5 すべてのID／T AR Eデータのクリア  

＝  電源コードをコンセントから抜き、   キーと  キーを同時に押したまま  クリア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“llrlヒ”“】d”というメッセージが  

表示されたらキーを離して下さい。（8－2の操作と結果は同じです。）  
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8－6 すべてのコードデータのクリア   

コード毎に設定されている風袋、下限値、  上限値、合計をすべてクリアします。  

［∃  
電源コードをコンセントから抜き、   キーと  キーを同時に押したまま  クリア   

“lnlヒ”“⊂GdE”というメッセー  電源コードをコンセントに差し込みます。   

ジが表示されたらキーを離して下さい。  

8－7 バックアップデータ、ID／TAR Eデータ、コードデータのクリア   

バックアップデータ（8－4）、すべてのID／TA R Eデータ（8－5）、すべてのコー   

ドデータ（8－6）を同時にクリアします。  

□  電源コードをコンセントから抜き、   キーと  キーを同時に押したまま  クリア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“llrlヒ”“】d ⊂〇dE”というメ  

ッセージが表示されたらキーを離して下さい。  

8－8 キャリブレーションデータの初期化  

最小目盛、秤量、ゼロ、スパン、重力加速度のすべてのデータを出荷時設定に初期化   

します。  

［∃  
電源コードをコンセントから抜き、   キーを同時に押したまま  キーと  クリア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“llrlヒ”“⊂RL”というメッセー  

ジが表示されたらキーを離して下さい。  

8－9  ファンクションデータの初期化  

ファンクショ ンデータをすべて出荷時設定に初期化します。  

巨］  
キーを同時に押したまま  キーと  電源コードをコンセントから抜き、  クリア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“lrllヒ”“F」り「亡”というメッセー  

ジが表示されたらキーを離して下さい。  

8－10 キャリブレーションデータとファンクションデータの初期化   

キャリブレーションデータ（8－8）、ファンクションデータ く8－9）を同時に出荷時設  

定に初期化します。  

電源コードをコンセントから抜き、  □  キーを同時に押したまま  キーと  クリア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“lnlヒ”“⊂円L．Fun亡”という  

メッセージが表示されたらキーを離して下さい。  
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8－11 すべてのデー タの初期化   

すべての内部データを初期化します。  

＝  電源コードをコンセントから抜き   キーと  キーを同時に押したまま、  クリ ア   

電源コードをコンセントに差し込みます。“＝rlヒ”というメッセージが表示きれ  

たらキーを離して下さい。  
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9  オプショ ン  

9－1 パラレルB CD出力くOP－01）   

本オプションは弊社プリンタ、外部表示器、又は市販のシーケンサ等に重量データ  

を送出するためのものです。  

9－1－1 ファンクション設定   

本オプションに関する設定項目として、下記の4つのファンクションがあります。  

使用する前に各ファンクションを使用目的に合わせて設定してください。設定方法  

ほ6－1（P43）を参照してください。  

出力データ  F－ 31   ※印は出荷時設定を示します。  

出力モード  F－3 2   
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ストリームモードでは表示書き替え毎にデータが出力されます。  

オートプリントモードでほ表示値がゼロ付近（卜15）設定値を超えて安定する   

と1回だけ出力されます。  

データ出力後、表示値がゼロ付近設定値以下になると次のデータ出力が可能とな  

ります。   

マニュアルプリントモードでは   

ます。  

キーを押すと1回だけデータが出力され  

出力論理   F－ 3 3  

F－33の設定値   出力データ   

正論理  

2  負論理   

出力フォーマット  F－ 3 4   

F－34の設定値   出力フォーマット   

ノーマル  

2  AD－8113フォーマット   

弊社製プリンタAD－8113に接続される場合には、F－34を2に設定して  

ください。それ以外は1に設定してください。  
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9－1－2 コネクタのビン配置  

ピン恥．   信 号 名   ピンNo．   信 号 名   

GND  26  N．C  

2  277 正味／総重量（正味時H）  

3  100  28  N．C  

4  29  N．C  

5  ロ 2 4 8  30  印字指令2（AD－8113用）  

6  311 N．C  

7  101  322 N．C  

8  333 安定（安定時H）  

9  口 2 4 8  

1 O 

111 2 単位A  

1 2 4  

1 3 8  102  

144 399 

単位B   

1 5 2 103  40  

16  4  41  
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ピン恥．   信 号 名   ピンN仇   信 号 名   

177 8  422 極性・ （プラス時H）  

188 101  

19  2 

20O 4  

桁L）  

211 8  104  

222 477 秤量オーバー くオーバー 時L）  

233 105  48  N．C  

244 4  49  印字指令  

25   1 2  8  50  ホールド入力   

単位A，Bの出力は次の通りです。  

信  号  

単  位  単位A   単位B  

34 35 36 37   38 39 40 41   

kg  LLLH  LHLL  

t  HHHH  HHLH  

ホールド入力をLレベル（又は1ピンと50ビンをショート）にしている間、デー  

タ出力は書き替えが禁止され、出力データがホールドされます。ホールド入力を使用  

しない場合は、このビンはオープンにしておいてください。  
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9－1－3  タイ ミ ング   

ストリームモード  

データ  
、＼、＼．′′ノ  

／、－、  
＼  ノ  

→トト印字指令  

パル・ス隔  

「」  印字指令  

ホール・ド入力  
データ書替周期  

ト  
印字指令 パルス幅：約15［msee］  

データ書替周期：1000／表示書替回数［m＄eC］  

9－1－4 入出力回路  

出力はオープンコレクタ出力になっ   

ています。外部でデータを取り込む  

時はプルアップ抵抗をつけて下さい。  

6日D： l  

〔沌d32全州に丑●  

ユ．カ国指  

十き＿U  

印加電圧  30† max  

吸1択電流  30mA max   

O N電圧  0．2V TYP  

外部匝指  

ホールド入力は7mAの電流が吸収で  

きればトランジスタ、TT Lや接点   

等でドライブできます。   
「，／ ユ又は一司又は」  
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9－1－5 適合コネクタ  

適合コネクタ：57－30500（DDK）付属品  

弊社製プリンタAD－8114B又ほAD－8113と接続する場合はKO：  

145（別売）をご使用ください。  

9－2 外部入出力（O P－02）  

本オプションはフロントパネルにある  

キーを外部のスイッチ等でコントロールするための外部入力と  

コンパレ一夕出力 く過重，正丑、軽量）を外部の機器へ送るための外部出力です。  

9－2－1 ファンクショ ン設定  

本オプショ ンに関する設定項目として下記のものがあります。使用する前に設定を   

行ってください。設定方法は6－1（P43）を参照してください。  

フロントパネルのキーの有効／無効  ※は出荷時設定を示します。  F－11  

F－11の設定値   フロントパネルのキーの有効／無効   

1  フロントパネルのキーと外部入力の両方が有効  

2  外部入力のみ有効（フロントのキーはすべて無効）   
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出力条件   F－12  

表示が安定してから信号を出力させたい場合は、2又は4に設定します。また、物  

を降ろした場合に常に軽量出力が出てしまうのを防ぐには3又は4に設定します。  

9－2－2 コネクタのピン配置  

ビンNo．   信  号  名   ピンNm   信  号  名   

A－1  ゼロ 入力  B－1  軽重 出力  

A－2  風袋 入力  B－2  正重 出力  

A－3  風袋クリア 入力  B－3  過重 出力  

A－4  総重量／正味 入力  B－4  ※  

A－5  ON／OFF 人力  B－5  ※  

A－6  印字 入力  B－6  ※  

A－7  ※  B－7  ※  

A－8  コモン  B－8  ※   

※内部使用のため接続しないでください。 使用コiクタ：FCN－361PO16－AG（富士通）  
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各入力信号は100msec以上ON くコモンとショーりにして下さい0また、1つの信  

号をONにする場合には、必ず最初にONにした信号をOFFにして100msec以上経過  

してから次の信号をO Nにして下さい。  

9－2－3 入出力回路   

入力：スイッチなどの接点もしくはオープンコレクタなどでコモンと各入力信号の  

ピンをショートして下さい。  

＋的臥l  

1、．カ国路  

1．封： ：絢加凋  

R［14占22〔‖・lK 虹  

出力：オープンコレクタ出力となっています。各信号の条件が成立したときに出力  

トランンジスタがO Nとなります。ブザーやランプなどをドライブする場合  

は、リレーなどを利用してください。ノイズによる誤動作を防止するために、  

ノイズ防止ダイオードを必ず入れてください。  

ノイズ防止   

ダイオード  十V  

口二 

J 且出  

イズキラー  
出力回路  

力耐圧 DC24V（maミ）  

リレ←  出力電流50nA（nax）  

一け勅玉圭 （  

ADヰ32ZA姐R Ⅱ  

lⅦa‡501¶A  

：コ モ ン l  

；A‾8   

回路例 くリ レーを別田する場合）   

出力としてリレー接点出力が必要な場合にはA D－1414（リレーボック  

ス）をご利用ください。AD－1414の接点定格等はAD－1414の取  

説を参照してください。  
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9－2－4 適合コネクタ  

適合コネクタ：F C N－361JO16－A G（コネクタ）  

付属品   

F C N－3 60C O16－B （カバー）  
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9－3 シリアル・インターフェイス（OP－04）  

本オプションは周辺機器、パーソナルコンピュータ等に接続するためのインターフェイスです○入出力の   
規格は、EIA－RS－232Cに準じています。また、20TnAカレントループの出力もありますo  

9－3－1 ファンクション設定  

本オプションに関する設定項目として、下記の4つのファンクションがあります。接続する前に各ファ  

ンクションを設定してください。設定方法は6－1（P43）を参照してください。  

※印は出荷時設定を示しま一気  ボーレート  F－41   

※  

カレントループ使用時は4800．9600ボー  

では使用しないで下さい。   

出力データ  F－4 2   
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出力モード  F－43   

データを連続して出力します。4800ポー以上ではサンプリング毎  

（毎秒16回）にデータ出力できます。   

表示値がゼロ付近（F－15）設定値を超えて安定すると、1回だけデータ  

出力します。  

データ出力後表示がゼロ付近以下になると次の出力が可能となります  

画キーを押すと1回だけデータを出力します。   

コンピュータ等からのコマンドを受信すると、そのコマンドに対応し  

動作を行います。コマンドを受けない限り、何の動作も行いません。  

しくは9－3－5を参照してください。  

外部プリンタ（AD－8118A．AD－8121など）に内蔵プリンタ（OP－08）と同］  

印字するためのモードです。プリンタモードではIDナンバーやコー  

ナンバー等も内蔵プリンタと同様（但し、片仮名、漢字は印字できませ′  

に印字することができます．印字フォーマッはF－61～66で設定できます。列  

プリンタはダンププリントモードで使用して下さい。  

ストリームモード・  

オートプリントモード・・・  

マニュアルプリントモード・・・・・  

コマンドモード・・・・・・・・・・  

プリンタモード・  

オーバー、不安定時のデータ出力  F－44  

F－44の設定値   オーバー、不安定時のデータ出力   

データを出力する。   

2   データを出力しない。   

この設定は、コマンドモードでは意味をもちません。  
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印字インターバル   F－4 5  

この設定は出力モードをプリンタモードに設定した場合のみ意味を持ちます。  

外部プリンタとプリンタモードで接続する場合、接続するプリンタが印字中にデータを受け取ることができな  

い、または、バッファサイズが印字データより小さいときには、プリンタの印字速度（1印字するのにかかる  

時間）に合わせて設定して下さい。  

AD－8118Aの場合は2 く1．0秒）、AD－8121の場合は3（1．5秒）に設定して下さい。  

9－3－2 インターフェイス仕様  

方式… … … …  EIA－RS－232C準拠、20mAカレントループ（パッシブ）  

伝送方式… … …・  半二重、調歩同期式  

ボーレート・‥・… ‥  600、1200、2400、4800、9600（F－41で設定、カレントループ使用時は2400  

以下）  

データビット … … ‥  7  

パリティビット… …・ 1（EVEN）  

ストップビット … …・ 1  

使用コード・・・… …  AS CII  

出力レベル… … …  RS－232C  l  l：－5～－15V  

D  O：＋5・－＋15V  
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20mAカレントループ   
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 9－3－3 インターフェイス部回路  

●RS－232C  

パーソナルコンピュ ータ  

（D T E）  A〕一可8～2州K』  

くIC【〉  

●カレントループ  

・
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・
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・
・
・
－
？
・
・
・
・
 
 

l
 
 
 
つ
」
 
 

C   N  

F．G．  

3  亡．し．り〕T  

5  C．L．OUT  

6  N．亡．  

7 トl．亡．  

E F．G．   

ヵレントループ出力は電流源は持っていませんので外部で用意して下さい。その場合、3－5ピン間に  
かる電圧は15V以下にして下さい。  
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9－3－4 コマンドモード  

コマンドモ＿ドにおいては木器はコンピュータからコマンドを受けて、そのコマンドに対応した動作を行   
います。本器ははとんどすべての機能をコンピュータから利用することができます0例えば、ID／TAREや   

コ＿ドデータをコンピュータから設定したり、変更したり、読み出したりすることができます0これらの   

コマンドはその機能に応じて4つのタイプに分類できます。これらのタイプ別にコマンドの説明をします・   
コマンドを受け、そのコマンドが有効であった場合の応答を各タイプ別に説明します0コマンドが受け入  

れられなかった場合の応答には次の3種類があります0  

？ CR LF  受けたコマンドが定義されていないコマンドの場合、または受けたデータのフォ  

ーマットが定義と異なる場合。  

E CR LF  受けたコマンドを受け入れた結果エラーが生じた場合。  

I CR LF  本器がそのコマンドを受け入れられない状態にある場合。   

く1） タイプ1  

このタイプのコマンドは木器に対し、ある動作を要求するコマンドです。本器はコマンドを受け、そのコ  
マンドが受け入れられた場合は、そのコマンドに対応した動作を行い、応答として受けたコマンドを送り  

返します。  

ホスト  

RXD lnput 

1see．（max．）  

コマンド   コマンドの説明   本器の応答   

Z  CR LF   表示をゼロにします。（フ  コマンドが有効であった場合はZ（またはMZ）   

または   ロントパネルの巨二∃  CR LFを送り返します。表示がNomal腎eigh－   
MZ CR LFFFF キーと同じ動作です。）   ingModeでない場合、GrossWeightがZEROの  

有効範囲にない場合、重量が不安定の場合はこの  

コマンドは無効となりICRLFを送り返します。   

TCRLFFFFF 風袋引が行われ、TareWe－  コマンドが有効であった場合はT（またはMT）   

または   ightが右側の表示に表示さ  CR LFを送り返します。表示がⅣormalⅣeigh－   

MT CR LFFF れます。また、NetModeに切  irLgModeでない場合、GrossWeightがTAREの  

り換わります。（フロンいl●紬の  有効範囲にない場合、重畳が不安定の場合はこの  

［重訂トと同じ動作で  

す。〉   

NCRLFFFFF 表示を総重量表示から正味  コマンドが有効であった場合はN（またはMN）   

または   重量表示に切り換えます。  CR LFを送り返します。ト表示がNormalWeigh－   

1止N CR．l．F  ingModeでない場合はこのコマンドは無効となり  

ICRLFを送り返します。   
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GCRLFFFFF 表示を正味重量表示から総  コマンドが有効であった場合はG（またはMG）   

または   重量表示に切り換えます。  CR LFを送り返します。表示がNormalWeigh－   
MG CR LF  ingModeでない場合はこのコマンドは無効となり  

ICRLFを送り返します。   

S CR LFFF 本器の表示をONから   コマンドが有効であった場合はS（またはMS）   

MS CR LFFF OFFに切り換えます。   CRLFを送り返します。表示が0Ⅳでかっ  
NormalWeighingModeでない場合はこのコマンド  

は無効となりICRLFを送り返します。   

OCRLFFFFF 本器の表示をOFFから  コマンドが有効であった場合は0（またはMO）   

MO CR LFFF ONに切り換えます。   CR LFを送り返します。   

C CR LFFF Tareをク押します。右側の  コマンドが有効であった場合はC（またはCT）   

CT CR LF   Tare Weight表示は7■ランク  CR LFを送り返します。表示がNormalWeigh－  

になります．（フロントバネ  ingModeでない場合はこのコマンドは無効となり  

ルの［互亘互］キーと同じ  

動作です。）   

AM   表示している重量値をmain  コマンドが有効であった場合はAM CR LFを  

memoryTotalに加算します。  送り返します。表示がNomalYeighirLgModeでな  

またコードナンバーが設定  い場合はこのコマンドは無効となりICR LF  

されていればCodeTotalに  

も加算します．（フロント  

パネルの［垂］キーと同じ  

動作です。）   

SM   表示している重量値をMain  コマンドが有効であった場合はSM CR LFを  

MemoryTotalから減算しま  送り返します。表示がⅣormalWeighingModeでな  

す．またコードナンバーが  い場合はこのコマンドは無効となりICR LF  

設定されていればCodeTo一  

talからも減算します．（フ  

ロントパネルの【遍哀］ヰ  

ーと同じ動作です。）   

CIXXXXXXXX CRLF  ××××××××が示すl  コマンドが有効であった場合はClXXXXXX  

DナンバーのTareWeight  ××CR LFを送り返します。コマンドの××  

をID／TAREメモリか  ××××××がすべてスペース（2聞）」＿」］」．⊥．」＿＿一］  

ら呼び出します。呼び出さ  ］」．の場合は現在呼び出されているIDナンバー  

れたTare恥ightは右側の  をCIXXXXXXXXCR LFと送り返しま  
表示に表示されます。また、  す。表示がNorⅧalWeighingModeでない場合はこ  

ⅣetModeに切り換わります。  の■コマンドは無効となりICRLFを送り返し  

ます。ID／TAREメモリ内に×××××××  

×が示すIDナンバーがストアされていない場合  

はECRLFを送り返します。×××××××  

×が示すIDナンバーのTAREWeightが不適当  
（Capacityより大きい）場合はECRLFを送  
り返します。   
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別XXXXXXXX CRLF  ××××××××が示すl    コマンドが有効であった場合はIDXXXXXX  

DナンバーとそのTareWe－    ××CR LFを送り返します。表示がNormalWe－  

ightをID／TAREメモ    ighingModeでない場合はこのコマンドは無効と  

リから消去します。また、  

そのIDナンバーを呼び出  

している場合は、呼び出し  

ているTareWeightもクリ  

アきれます。また、×XX  

×××××がすべてスペー  

スく20田］］］］］」」」」」  

の場合はTareClear（C  

コマンドと同様）を行います。  

EI CR LF   ID／TAREメモリにス   コマンドが有効であった場合はEICR LFを  

トアされているすべてのヂ   送・り返します。表示がNormalWeighingModeで  

一夕を消去します。  ない場合はこのコマンドは無効となりICR  

LFを送り返します。   

CCXXXXXXXX CR LF  ×××XXXXXが示すユー   コマンドが有効であった場合はCCXXXXXX  

ト■ナンハ■－のCodeSet Value   ××CR LFを送り返します。コマンドの××  

（Codenumber．Tare．LowLi   ××××××がすべてスペース（2柑）］］］」．］  

mit Setpoint．1IighLinit   」．」」］の場合は現在呼び出されているコードナン  

Setpoimt）をコイメモリから呼   バーをCCxxxxXXXXCR LFと送り返  
び出します。また×××X   します。表示がNomalWeighingModeでない場合  

××XXが示すコイナンハ■－   はこのコマンドは無効となりICR LFを送り  

がコードメモリに存在しない場  

合はそのコードナン八一－を設定 

します。  

DCXXXXXXXX CR LF  ××××××××が示すコ   コマンドが有効であった場合はDCXXXXXX  

ードナンバーとそのCode   ××CR LFを送り返します。表示がⅣormalWe－  

Set Valueをコードメモリ   ighingModeでない場合はこのコマンドは無効と  

から消去します。またその  

コードナンバーを呼び出し  

ている場合は呼び出してい  

るCodenumber，Tare，LoⅦ  

LimitSetpoint．1］igh  

LimitSetpointも川7され  

ます。また×××××〉く×  

×がすべてスへ－－ス（20Ii）］］  

］」，」」］」Jの場合は呼び出  

し中のコードナンバーが呼  

び出し解除となります。  

EC CR LF   コードメモリにストアされ   コマンドが有効であった場合はEC CR LFと  

ているすべてのデータを消   送り返します。表示がNormalWeighingModeでな  

去します。  い場合はこのコマンドは無効となりICRLF  

を送り返します。   
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DTxxxxxxxxCliLF  ××××××××が示すコ  コマンドが有効であった場合はDTxxxxxx  

－ドナンバーのCodeTotal  ××CR LFを送り返します．表示がNormalⅣe－  

をクリアします。また、×  ighingModeでない場合はこのコマンドは無効と  

××××××Xがすべてス  

ペース（20H）］］］］］］  

］］の場合はMainMemory  

Totalをクリアします。   

ET CR LF   MainMenoryTotal、Code  コマンドが有効であった場合はET CR LFを  

Totalのすべてをクリアし  送り返します。表示がNomalWeighingModeでな  

ます。   い場合はこのコマンドは無効となりICRLF  

を送り返します。   

PTXXXXXXXXCIiLF  ××××××××が示すコ  コマンドが有効であった場合はPTxxxxxx  
－ドナンバーのCod6Total  ××CR LFを送り返します。表示がNormal  

を印字します。また、×X  WeighimgModeでない場合はこのコマンドは無効  

××××××がすべてスペ  

一ス（20H）］］］］］」．．．．］  

」Jの場合はMainMemory  

Totalを印字します。   

PW   表示している重量値を印字  コマンドが有効であった場合はPW CR LFを  

します。（フロントノヰネル  送り返します。表示がⅣormalWeighingModeでな  

の 印字 キーと同じ動作  い場合、垂里が不安定の場合はこのコマンドは無  

です。）   効となりICR LFを送り返します。   

PD   日付、時刻を印字します。  コマンドが有効であった場合はPD CR LFを  

（フロントパネルの   送り返します。表示がNormalWeighingModeでな  

ら 山キーを押しなが  い場合はこのコマンドは無効となりICR LF   し＿山トを押す場合と  

同じ動作です。）   

PF   1行紙送りを行います。  コマンドが有効であった場合はPFCRLFを  

送り返します。表示がNormalWeighingModeでな  

い場合はこのコマンドは無効となりICRLF  

を送り返します。   

（2）タイプ2  

このタイプのコマンドは本器のデータを読み出すデータ要求のコマンドです。本器はコマンドを受ける   

そのコマンドが受け入れられた場合は、コマンドが要求するデータを送り返します。  

ホスト  

BXD Input 
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コマンド   コマンドの説明   本器の応答   

RCRLFFFFF 表示している重量値を出力  コマンドが有効であった場合は表示している重量   

Or   します。   値を送り返します。データはデータフォーマット   

RW CR LF  1の型式で出力します。表示が恥rmal恥ighing  

Modeでない場合はこのコマンドは無効となりl  

CRLFを送り返します。   

RlXXXXXXXX CRLF  ××××××××が示す  コマンドが有効であった場合はIDナンバーと  

IDナン八¢－のID／TA －  TareWeightを送り返します。データはデータフ  

REデータ（IDナンバー  ォーマット2の型式で出力します。表示がⅣorⅦal  

、TareWeight）を出力し  WeighingModeでない場合はこのコマンドは無効  

ます。××××××××が  となりICR LFを送り返します。×××××  

スヘ●－スの場合は現在のTare  ×××が示すIDナンバーがID／TAREメモ  

（右側の表示に表示され  リにストアされていない場合はE CR LFを送  

ている値）とそのIDナン  

バーを出力します。   

RCXXXXXXXX CRLF  ××××××××が示すコ  コマントーが有効であった場合はCodenumber．Tare，  
ードナンバーのCode Set  LowLimitSetpoint．11ighLimitSetpointを送り  

Value（Codenumber，Tare．  返します。データフォーマット3の型式で出力し  

LowLimit Setpoint．nigh  ます。表示がNormalYeighingModeでない場合は  

LimitSetpoint）を出力し  このコマンドは無効となりICR LFを送り返  

ます。××××××××が  します。また、××××××××が示すコードナ  

すべてスペー ス（20Ⅰりの場  ンバーがコー ドメモリにストアされていない場合  

合は現在のCodenumber，  

Tare，LowLimitSetpoint．  

EighLimitSetpointを出  

力します。   

RTXXXXXXXX CRLF  ××××××××が示すコ  コマンドが有効であった場合はCodenuTAber，Code  

－ドナンバーのCode Total  Total，CodeTotal－Inを送り返します。データはデータ  

を出力します。また、××  フォーマサト4の型式で出力します．表示が恥rmal  

××××××がすべてスペ  WeighingModeでない場合はこのコマンドは無効とな  

－ス（201りの場合は Main  りICRLFを送り返します。また、×××××X  

MenoryTotalを出力しま  ××が示すコート■ナン八■－がコードメモリにスけされていな  

す。   い場合はECRLFを送り返します。   

（3）タイプ3  

このタイプのコマンドは本器のtD／TAREメモリまたはコードメモリにデータを設定するコマンドです。本器   

はコマンドを受けるとそのコマンドが受け入れられた場合は、受けたコマンドを送り返しますので次に設え   

するデータを本器に送ります。本器はそのデータが受け入れられた場合は、受けたデータを送り返しますも  

ホスト  

RXDInput  

1SeC．tmaX．ノ   司   8  
TXDOutput  コマントl  
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コマンド   コマンドの説明   
本器の応答   

SlxxXXXXXX CR LF  ××××××××が示す  コマンドが有効であった場合はSIxxxxxx  

IDナンバーと次に送られ  ××CR LFを送り返します．表示がⅣormal甘e－  

たTareWeightをID／   ighingModeでない場合はICR LFを送り返  
TAREメモリにストアし  します。SIx不××××××CR LFを送り返  

ます。××××××××が  した場合はデータが受信可能となりますのでフォ  

すべてスペース（2用）の場  ーマット5の型式でTareⅣeightを本器に送って  

合はTD／TAREメモリ  下さい。本器はTareWeightを送り返します。  
にはストアされず、通常の  TareWeightのデータフォーマットが不適当な場  

風袋引となります。   合は？CR LFを送り返します。   

SCXXXXXXXX CR LF  ×××××××Xが示すコ  コマンドが有効であった場合ほSCxxxxxx  

一ドナンバーと次に送られ  ××CR LFを送り返します。表示がNormalⅣe－  

たCodeSet Valueをコード  igbingModeでない場合ほICR LFを送り返  
メモリにストアします。×  します。SCXXXXXXXXCR LFを送り  

×××××××がすべてス  返した場合はデータが受信可能となりますのでフ  

ペース（20H）の場合はコー   オーマット6の型式でTare．LowLimitSetpoint，  

ドメモリにはストアされず  HighLiTbitSetpointを本器に送って下さい。本  

通常の風袋引及びセットポ  器はTare．LovLimitSetpoint，EighLimitSe卜  

イントの設定となります。  pointを送り返します。これらのデータのフォー  

マットが不適当な場合は？CRLFを送り返し  

ます。   

く4）タイプ4  

このタイプのコマンドは、ID／TAREメモリ、またはコードメモリにストアきれているデータをす   

て読み出すデータ要求のコマンドです。ID／TAREを要求するGI、Co d e S e t Valu   

を要求するGC、Co d e t o t alを要求するGTの3種があります。本器はこれらのコマンドを   

け入れた場合は、最初の1データを送り返します．次にホストは次のデータを要求する場合はGNCRl   

を送ります。本器は次のデータを送り返します。ホストがGACRLFを送った場合は前回送り返し釆   

－タを再び送り返します。本器はGNCRLFを受けたとき次のデータがない（すべてのデータを出ナ   

た）場合はオール0のデータを送り返します。ホストはオール0データを受けた場合はデータ要求を解   

するコマンドGQCRLFを送って下さい。本器はGQCRLFを送り返します。また、オール0のラ   

タを受ける前にホストがGQCRLFを送ると、本器はGQCRLFを送り返します。以上のように〔   
GC、GTコマンドを送った場合は必ず最後にGQコマンドを送って下さい。GQコマンドを送らなし   

り本器は他のコマンドを受け付けなくなります。出力するデータはIDナンバー、コードナンバーの／J  

い順となります。  

次のデータを 次のトタを  次のデータを  次のトタを  データ要求  

要求  終了   要求  要求  要求  

TXD Output  
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コマンド   コマンドの説明   木器の応答   

GICR LF   ID／TAREデータをす  コマンドが有効であった場合は最初の（IDナン  

ベて出力します。   バーの1番小さい）データをデータフォーマット  

2の型式で送り返します．表示がNormalWeighing  

Modeでない場合はICRLFを送り返します．  

ID／TAREメモリに1つもデータがストアさ  

れていない場合はオール0のデータ（00000000000  

000CRLF）を送り返します。本器はこのコマ  

ンドを受けるとGN，GA，GQコマンド以外ほ  

受け付けなくなります。GQコマンドを受けると  

通常のコマンド待ちに戻ります。従ってGI  

CRLFを送った場合は必ず最後にGQCR  
LFを送る必要があります。   

GC CR LF   CodeSetYalue（Code   コマンドが有効であった場合は最初の（コードナ  

nuTnber．Tare．Low Limit   ンバー の1番小さい）データをデータフォーマッ  

Setpoint，甘ighLiTnitSet－  ト3の型式で送り返します。表示がNormalWeigb－  

point）をすべて出力しま  ingModeでない場合はICR LFを送り返しま  

す。   す。CODEメモリに1つもデータがストアされ  

ていない場合はオール0のデータ（0000000000000  

00＋0000000＋000000CRLF）を送り返します。  

本器はこのコマンドを受けるとGN，GA．GQ  

コマンド以外は受け付けなくなります。GQコマ  

ンドを受けると通常のコマンド待ちに戻ります。  

従ってGCCRLFを送った場合は必ず最後に  

GQCRLFを送る必要があります。   

GT CR LF   CodeTotalをすべて出力し  コマンドが有効であった場合は最初の（コードナ  

ます。   ンバー の1番小さい）データをデータフォーマッ  

ト4の型式で送り返します．表示がNoTmalWeigb－  

ingModeでない場合はICRLFを送り返しま  

す。CODEメモリに1つもデータがストアされ  

ていない場合はオール0のデータく00000000十000  

OqOOO＋00000CRLF）を送り返します。本器は  

このコマンドを受けるとGN，GA，GQコマン  

ド以外は受け付けなくなります。GQコマンドを  

受けると通常のコマンド待ちに戻ります。従って  

GTCRLFを送った場合は必ず最後にGQ  
CRLFを送る必要があります。   

GA CR LFFF 前回出力したデータを再び  

出力します。ホストがデー  

タの受信エラーで、データ  

を受け取れなかった場合な  

どに利用します。   

GN CR LFFF 次のデータを出力します。  前回のデータの次のデータを出力します。   
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9－3－5 データフォーマット  

フォーマット1  

本器が出力するデータはヘッダ1、ヘッダ2、重量データ、単位、ターミネータから成っています。  

｝ ｝  
ヘッダ1  ヘッダ2  垂重値（各桁）  単位 ターミネータ  

ヘッダ1  

ST：重量値が安定していることを示します。（STable）   

US：重量値が不安定であることを示します。（Un S table）   
OL：オーバーロードであることを示します。（Over Load）   

ヘッダ2  

GS：重量値が総重量であることを示します。（Gro Ss）   

NT：重量値が正味重量であることを示します。（Ne T）   

TR：重量値が風袋重量であることを示します。（Ta Re）   

重量値（8桁）  

重量データは先頭が極性（＋又は－）となります0重量値が0のときには＋となります0次の7桁が小   

を含んだ重量値となります0小数点のない場合は極性の次がスペースとなります0   

単 位  

k g又はt］となります。   

ターミネータ  

＜CR＞＜LF＞（復帰、改行）がターミネータとなります0  

データ例）表示が安定で、総重量表示で367・0〔kg〕の場合  

ST，GS，＋00367．Okg CR LF  

53542C47532C2B30303336372E306B670D OA（16進）  
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フォーマット2  

Tare（6桁）  IDnumber（8桁）   

小数点は省略します。受信したコマンドがRIuJ」Uuu」＿山」CRLFの場合はID numbe rはす  
ペてスペース」．（20Ⅵ）となります。  

例）ID n umb e r＝1234、T a r e＝250．Okg  

ニーl∴圭一二＝ 

フォーマット3  

Code number（硝子）  Tare（6桁）  Highlimit Setpoint（6桁）  

llighliTnit Setpointの極性  

（データが0の時は十となります。〉  

l】ighlinit Setpointの有無  

OWlinit Setpoint  

（6桁）  

Low linit Setpoint 

の極性  

（データが0の時は＋となります。）  有：1  

Lowlimit Setpointの有無  無：0  

有：1  

無：0  

致点は省略します。受信したコマンドがRC］］」］］」＿．］］CRLFの場合はコードナンバーはすべてスペー  

」（20H）となります。またSetpointの値が無の場合は値は＋000000となります。  

例）Code number＝5678、Tare＝250．Okg、1，OW Limit Setpoint＝595．Okg、  

High Limit Setpoint＝605．Okg  
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フォーマット4  

二……≡…享…：；三二浣   

（子一一夕が0の時は＋となります。  

Code nutnber（8桁）  Code Total－In（8桁）  

Code Total－Ⅰ几（5桁）の極性  

（データが0の時は＋となります。）  

小数点は省略します。受信したコマンドがRT］」］］］］」」」」CR L Fの場合はコードナンバーはす  

てスペースとなり、Code Totalは州ain Memory Total、Code total－InはMairt Memory Total－Inとなります。  

例）Code number：5678、Code Total＝7857．5kg、Code Total－In＝37  

フォーマット5  

Tare（6桁）  

小数点は省略します。  

例）Tare＝25D．Okg  

こ章二き  

Tare（6桁）  

フォーマット6  

（テ㌧タが0の時は＋となります。）   無：O  

Lowlimit Setpointの有無  
有：1  

無：0  
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小数点は省略しますoTareの値を設定しない場合は000000として下さい0また、丘wLimitSetpoint、Righ  
LiⅧitSetpointを設定しない場合はSetpointの有無を0、デ，タか000000として下さい0   

例）Tare＝250．Okg、LoYLimit Setpoint＝595・Okg、ⅡighLimit Setpoint＝605・Okg  

9－4 アナログ出力（OP－07）  

本オプションは重量データをアナログ出力（4－ZOmA）するインターフェイスです0  

9－4－1 インターフェイス仕様  

●出力分解能・・・‥・‥ 1／1000以上   

●温度係数‥・……・±（0．015％of rdg．＋0．01mA）／OC  
●負荷抵抗………・ 500日max．  

9－4－2 出力部回路  

↓
 
 

l
H
〕
 
 

1
▼
 
 

「
。
 
 

葺 

＿15し． こニ…電流出力  
電圧出力が必要な場合には下図のようにシャント抵抗（500n以下）を入れて下さい0  

、   与R  しL  R＝2：．80の鳩舎  1′一5U電圧出力  
－15U ＋ノ  

シャント抵抗の値を大きくするとそれに比例して電力も大きくなります。例えば500¢抵抗を接続すると、  

電流を20mAとして  

W＝i2R＝（0．02）2×500＝0．2（W）i：D／Aの出力電流  

W：電力  R：シャント抵抗  

となります。接続する抵抗ほ、この場合最低でも1／2W以上の温度係数のよいものを接続して下さい○  

※出力を本器のグランド及び各オプションのグランドには接続しないで下さい0  

－97－   



BNCプラグの結線について  

シーールド  

シー ント蛇さ九  シールト  

付属品  

BNCプラグ……‥BNC－P－58U（DDK）   

9－4－3 ファンクション設定  

出力データ  F－51   

F－51の設定値   出力データ   

1   表示量量く正味又は総重量）   

2   総重量   

3   正味重量   

ゼロ点の出力電流  F－52   

F－52の設定値   

出荷時設定4．0  0．0  

／  

99．9  

最大秤量時の出力電流  F－5 3  

F－53の設定値   

出荷時設定20．0  0．0  

／  

99．9   
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出荷時の設定は、セ・□～最大秤量間を卜20mAにしてありますので、計量値と出力電流の関係は下図のようになります・  

重量がゼロの時の出力が血Aでフルスケール  

時の出力が20mAとなります。重量がゼロ以下  

また、フルスケール以上になった場合、それ  

ぞれ餌A、22mAで飽和します。また、マイナス  

オーバー、プラスオーバーで表示がブランク  

したときの出力はそれぞれ2鵬、22mAとなり  

ます。  

－ ；l急場  

9－4－4 出力電流のスケーリング  

出力電流はF－52、F－53によりゼロから最大秤量値までをスケーリングする辛が可能です。  

まず、F－52でゼロの時の出力電流を0．1mAステップで設定します。次にF－53で最大秤量時の出力電流を、0．1mA  

ステップで設定します。  

計量値  

×くIm－【z）（但し2mA≦lout≦22mA）  計算式はIout＝Iz＋  

最大秤量値  

Iout…・出力電流Iz…・ゼロ点の出力電流Im・‥最大秤量時の出力電流  

（F－52の設定値）  （F－53の設定値）   

例1）重量値がゼロのとき20mA、フルスケールのとき4mAとする場合、Iz＝20mA、  

Im＝4mAですから、F」52を20．0、F－53を4．0と設定します。  

出力宅景  

（nlA）  

り…＝2etふ．【■ニ」■qi   

王†急場   
ホ大洋農場  
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例2）最大秤量100短の計量器で、0他のとき4mA、50短のとき20mAの出力とする場合、  

まず、ゼロ点の出力電溺＝zは重量ゼロのときの出力電流ですから  

Iz＝4mA・‥‥‥・‥F－52に設定  出力電流  

×（Iout－1z）＋Iz  

計量値  

100  

×（20－4）＋4  

50   

＝36mA‥・…… F－53に設定となります。  

9－5 内蔵プリンタ（O P－08）  

本器ではオプション（O P－08）の内蔵プリンタの他にA D－8118AやA D  

－8121等の外部プリンタが標準シリアル出力またはR S－232C（O P－   

04）で接続できます。これらのプリンタを接続することにより、重量値（総重量、  

正味重量、風袋重量）の他に、コンパレークの判定結果、コードナンバー、IDナ  

ンバー、合計、計量回数などを印字することができます。また、カレンダ／時計  

（O P－09）を装着すれば年月日、時刻も印字することができます。各種設定に  

より、印字内容や印字フォーマットを選択できます。外部プリンタと接続する場合  

は、出力モードをプリンタモード、外部プリンタ側の動作をダンププリンタモード  

に設定して下さい。   

注）次ページから掲載している印字例は内蔵プリンタ（O P－08）で印字させ  

たものです。A D－8118A、A D－8121の場合は、仮名、漢字は印字でき  

ませんので英数字での印字となります。また内蔵プリンタとA D－8118Aの場  

合は24文／行ですが、A D－8121の場合は16文字／行となります。  
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9－5－1印字方法  

（1）計量中の印字  

キーを押すと重量値を印字します。  

印字内容はファンクション設定で変更できます。ファンクションの内容は9－  

5－2を参照して下さい。重量値を印字する場合、コードナンバーが人力されて  

いれば最初にコードナンバーを印字します。風袋重量を印字する場合、ID．ナ  

ンバーがあればID．ナンバーを風袋重量の前に印字します。またコンパレー ク  

がO Nの場合にはコンパレ一夕の判定結果を過重のときはHI、正量のときは  

GO、軽量のときはLOと印字します。また、重量値が総重量のときはGROSS、正  

味重量のときはNET、風袋重量のときはTAREと印字します。  

（印字例1）   

卜61を1に設定した場合  

GROSS  750．0短  

（印字例2）   

ト61を2に設定した場合  TARE  250．Okg   

NET  500．Okg   

GROSS  750．Okg  

（印字例3）  

ト61を2に設定し、風袋をID．ナンバーで  

呼び出した場合  

‖〉  105   

TARE  250．Okg   

NET  500．0短   

GROSS  750．Okg  

（印字例4）   

F－61を2に設定し、コードナンバ←を   

入力した場合  

コード  20   

TARE  500．0短   

ⅣET  250．Okg   

GROSS  750．Okg   
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（印字例5）  

F－61を4に設定した場合  

（OP－09が必要です）  

コード  20  

TARE  250．Okg  

ⅣET  500．Okg  

GROSS  750．Okg  

lg88年4月11日（月）14時31分  

（印字例6）   

F」61を1に設定し、コンパレータを   

0Ⅳにした場合  

ⅣET LO  498．8短   

ⅣET GO  500．Okg   

NET BI 501．2kg  

（2）合計の印字  

（印字例7）  

合計を表示中に  キーを押せば合計  

を印字し、コード別合計を表示中に  

キーを押せばコード別合計を印字します。  

すべてのコード別合計を印字させる場合は  コード   20  

品名コード  

ゴウケイ   6013．5kg   

カイスウ  12回  

キーを押して下さい．合計を印字後、自動で  

クリアすることがファンクション設定（卜63）  

で選択できます。  

（3）加算印字  

キーを押しますと加算と印字の動作を  加算印字を冊にして（g－5－2参照）、  

行います。このときの印字は連番と表示量塁を印字します0コードを人力すると  

とキーを   1回だけコードナンバーを印字します。そして、  

押しますと、すべてのコード別合計と合計が印字されます0  
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（印字例8）12回計量を行い、合計を求める  

キーを押し印字を行い、最後に  1  49g．6kg  

2  49g．7kg  

3  500．3kg  

4  500．5kg  

5  500．Okg  

6  4g9．7kg  

7  499．8kg  

8  500．2kg  

9  500．4kg  

lO  500．5kg  

l1  500．3kg  

12  500．0短  

ゴウケイ  6001．Okg  

カイスウ  12回   

1988年4月11日（月）15時04分   

、画  キーを押します。  
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（印字例9）2種類の品物を計量し、別々に合計を求める  

コードナンバー（10）を入力し、7回  コード 10  

次にコードナンバー（20）を入力し、5回  
1  500．Okg  

2  500．1kg  

3  500．5也  

4  499．6kg  

5  499．7kg  

6  4g9．8kg  

7  4g9．9短  

コード 20  

8  500．6kg  

g  500．5kg  

lO  500．4kg  

l1  500．0短  

12  500．3kg  

コード 10  

ゴウケイ  3499．6kg  

カイスウ  7回  

コード   20  

ゴウケイ  2501．8kg  

カイスウ  5回  

ゴウケイ  8001．4短  

カイスウ  12回   

1988年4月11日（月）15時05分  

を行い、最後に  キーを押し  

コード別の合計と全体の合計を求める。  

（4）時刻印字  

キーを押して下さい。  キーを押しながら   時刻を印字する場合は  セット  

（5）自動印字  

自動印字モードに設定（設定方法は9－5－2を参鼎）し表示重量がゼロ付近（F－15）設  

定を超えて安定すると1回印字を行います。一度印字を行いますと表示重量が  

ゼロ付近設定以下にならないと次の印字は行いません0  
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（6）自動加算印字  

自動で加算印字を行う場合は、加算印字モードに設定し、かっオート加算モード  

に設定します。（5－5－9参照）このときは自動印字はオフにして下さい。  

表示量量がゼロ付近（F－15）設定を超えて安定すると1回加算印字を行います。一  

度加算印字を行いますと表示垂璽がゼロ付近設定以下にならないと、次の印字は   

行いません。  

（7）メモリされている風袋のリスト印字  

風袋呼出  ＊＊‡＊＊lD／TAREリスト ＊＊＊＊＊  

すとメモリされているすべての】D．ナン  

1D  lO   

TARE  500．0短   

ID  20   

TARE  150．Okg   

ID  30   

TARE  450．Okg   

lD  40   

TARE  220．Okg   

ID  50   

TARE  475．Okg  

バーと風袋を印字します。  
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（8）設定モードで設定した内容のリスト印字  

コード／設定モード  キーを約4秒間  ＊＊＊＊‡コート■ モート■リスト ＊＊＊事串  

コード  100  

フウタイ  250．Okg   

カゲン  149．0短   

ジョウゲン  151，Okg  

ゴウケイ  0．Okg  

カイスウ  0回  

コード  20  

フウタイ  ＊  

カゲン  499．0短  

ジョウゲン  501．Okg  

フウタイ  0．Okg  

カイスウ  0回  

押し続け、設定モードへ入ります。設  

定モードに入ると“5匿ヒーu戸”と  

表示します。  

キーを押しますと設定  こ こで   

内容が右のように印字されます。  

ジドゥカサン  オフ  

コンバレータ  オフ  

ショ ウケイモード オン  

ジドゥ  イ ンジ   オフ  

1988年4月11日（月）18時00分  
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（9）ファンクション設定内容のリスト印字  

ファンクションスイッチをONにして表示に  

＊＊＊‡＊FVⅣCTIONlJST ＊睾‡寺拳   

F－1  1   

F－2  1   

F－3  1   

F－4  2   

F－5  1   

F－6  11   

F－7  13   

F－8  1   

F－g  l   

F－11  1   

F－12  2   

F－15  5   

F－16  1   

F－21  2   

F－22  1   

F－23  1   

F－24  1   

F－25  3   

F－31  1   

F－32  1   

F－33  1   

F－34  1   

F－41  3   

F－42  1   

F－43  1   

F－44  1  

F－45  3   

F－51  1   

F－52  40  

F－53  200  

F－61  1   

F－62  1   

F－63  1   

F－84  1   

F－65  1   

F－66  2   

F－71  3  

‘一戸－”と表示している状態で  

を押すとすべてのファンクショ ン設定値が右  

のように印字されます。  

1992年1月24日（土）14時19分  
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9‾5‾2 加算印字、自動印字、ファンクションの設定  

（1）加算印字、自動印字の設定方法  

設定方法  

操  作   表  示   

コード／設定モードトを約4秒間押し続けます。   5EヒーuP   

！2／プリンタlキーを押します。  
ヒヒL－OFF  

TTL－OFF又はTTL－Onと表示されます。ここで  

J2／プリンタl・－を押す毎に、TTL－OFF、TTL－0。  又は  

が交互に現われますのでどちらかを選択します。  ヒヒL－〇■「   

TTL－Onのとき加算印字モードとなります。  

［⊆ロトを押します0  

円戸－コFF  

A．P．－OFF又はA．P．一Onと表示されます。ここで  

！2／プリンタlキーを押す毎にA・P・－OFF、A・P・－On  又は  

が交互に現われますのでどちらかを選択します。   

円P一○（   

A．P．－0叩が手動印字モード、A．P．－Onが自動印字   

モードとなります。   

巨三ロトを押します0   ー   

コード／設定む－ド キーを約4秒間押し続けます．  

－108 一   



（2）ファンクション設定   

ファンクションくF－61～85）により、印字内容が設定できます。   

各ファンクションの数印は出荷時設定を示します。  

① F－61（印字内容）  

キーを押したときに印字する内容を設定します。  

F－61の設定値   印字内容   文字数／行  

1   表示量豊   

風袋尊貴  

2  正味重量  

総重量   

3   表示重量  

年月日、時刻   24  

風袋重量  

4  正味重量  

総重量  

年月日、時刻   

総重量  

5  風袋重量  

正味重畳  

年月日、時刻   

6   表示垂豊   

風袋重量  

7  正味重量  

総重量   

8   表示量量  

年月日、時刻   

風袋重量  

9  正味重量  

総重量  

年月日、時刻   

総重量  

10  風袋重量  

正味重量  

年月日、時刻   
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1～5と6～10の設定は印字内容としては同じですが、1行に印字する最大文字  

数が異なります0従って、接続するプリンタが1行に24文字印字できる場合（例  

えば、AD－8118A）は1～5に設定し、24文字印字できない場合は（例えば、AD－  

8121）6～10に設定して下さい。  

どの設定であってもコードナンバーが入力されていれば最初にコードナンバーを  

印字します。また、風袋重量を印字する場合、IDナンバーが入力されていれば  

IDナンバーを印字します。年月日、時刻を印字するためにはカレンダ／時計オ  

プション（OPtOg）が必要です。  

注）3、4の設定の場合はOP－Ogが必要です。OP－09が装着されていない場合は、   

1、2の設定と同じ印字となります。  

〈診 F－62（紙送り量）   

印字動作後、自動的に紙送りする行数を設定します。紙送りキーはこの設定  

にかかわらず、常に有効です。  

注）この設定は加算印字モードでは無効です。  

③ ト83（加算印字モードにおける合計の自動クリア）   

加算印字モードで合計、コード別合計を印字後、これらの合計を自動的にクリ  

アするかしないかを設定します。  
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④ F－64（時間制）  

時刻印字を24時間制で行うか、12時間制で行うかを設定します。  

24時間制では0時0分から23時59分までの値をとります。また、12時間制では午   

前午後とも12時0分から11時59分までの値をとります。  

ト84の設定   印 字 内 容   

24時間制  

2  12時間制   

⑤ ト65（西暦／平成）  

日付印字を西暦で行うか元号（平成）で行うかを設定します。  

F－65の設定   印 字 内 容   

1  西暦  

2  元号（平成）   
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⑥ F－66（0のコード別合計重量の出力）  

Ft66の設定   印 字 内 容   

すべて出力  

2  0のコード別合計は出力しない 

9－5－3 印字用紙の交換方法  

印字用紙に赤いラインが出たら新しい印字用紙（WP：PP－129－28A）を次の要領でセッ  

ト して下さい。  

① 紙送りして古い印字用紙を取り除きます0  

／   

／′＼  

ノ  

′／‥二三産   

＼
 
 
 
＼
 
／
「
＼
＼
 
 

② プリンタパネルの2つのネジをゆるめ、  

プリンタユニットを本体から引き出します。  

このときケーブルを強く引っばること  

のないように注意して下さい。  

③ プリンタユニットの裏側のプラスチック  

カバーを開け、印字用紙をセットします0  

印字用紙の発色面は片面ですので用紙の  

向きを間違えないようにセットして下さい0   

（プリンタ用紙の先端を切り揃えてください。）  
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⑥ プリンタの下部のスリットに印字用紙を差  

キーを押し、  紙送り   し込みながら  

印字用紙が表に出るまで紙送りします○  

（紙だるみのないよう注意して下さい0）  

⑤ プリンタユニットを本体に戻します0  

9－6 カレンダ／時計（O P－09）   

本オプションは内蔵プリンタ（0卜08〉で時刻印字を行うためのカレンダ／時計です。  

時計はバッテリーにより、電源を切っても約1ヶ月バックアップされます。また、  

AD－4322飢1川本体に電源が供給されている間は常にバッテリーが充電され、約3日  

で完全に充電されます。  

本オプションを装着した場合はなるべく電源は接続したままで使用して下さい。  

時刻設定を行う場合は下記の操作説明を参照して下さい。時計のバックアップが行  

えなくなった場合には時刻、年月日は1g88年1月1日0：00になりますので、時刻設定  

をやり直して下さい。  

時刻／日付の設定方法  

時刻／日付の設定は設定モードで行います。時刻は24時間制、西暦で入力します。  

閏年は自動判別されます。12時間制、また、元号（平成）で印字したい場合は内  

蔵プリンタのファンクション（卜64、65）で設定して下さい。  
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時刻／日付の設定方法  

操作例  

1988年6月20日（月）15時7分に合わせる  

－114 －   



－115 一   



－116 －   



－117 －   



時刻／日付設定で数字に変更がない場合（操作例では［コ、□、［□、  

［司、巨］の操作）には  キーを押すことにより、値を変更せず右  セット   

の桁へ点滅が移ります。また、入力を聞違えたときには、  クリア  キーを押して  

下さい。  キーを押しますと点滅している桁が左へ移りますので入力しな  クリ ア  

おすことができます。  

時刻設定を無効にして抜ける場合は  キーを押して下さい。換作  

［］で、  キーを押しますと入力に誤りがなければ設定モード（SEトUP  セット  

表示）となりますが、誤りがあった場合は今までの入力は無効となり、操作  

戻りますので入力しなおして下さい。入力の誤りとして次のものがあります○  

13月以上の月を入力した  

0月と入力した  

31日の月に32日以上の日を入力した  

30日の月に31日以上の日を入力した  

閏年の2月に30日以上の日を入力した  

閏年以外の2月に29日以上の目を人力した  

0日と入力した  

24時以上の時間を入力した  

60分以上の分を入力した   

また、入力できる西暦は1980～2079年の範囲です0これ以外の年を人力しますと、  

内部では下2桁が80～99年のときは上位2桁を19とし、下位2桁が00～79のときには上  

位2桁を20と判断します0  
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※ 注）ト71の設定は3のままで使用して下さい0  

誤差：1．5秒／日 TYP．（250C）  

5秒／日   TYP．（－5～40℃）  
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9－7 パネルマウント金具（0ト10）  

本オプションはインジケー タをパネルにマウントするための金具です。   

下図に示す要領で取り付けて下さい。  

♂′＼＼ごう  

パネルカット寸法  
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9－8 壁掛金具（OP－11）  

本オプションはインジトタを壁などに取り付けるための金具です。  

下図に示す要領で取り付けて下さい0  

ノ′  一′ ■■■  

．＿ノー／一   
ノー′  
′→  

、、 、＼二＝－、、、／・ノ ／  
「 く、＼ 

、     、 

＼、、－        ヽ、、－二＝＝、  

ノノー′ノ  

、＼ご勺ミ  ＼  

ミご‾㌔㌍＝こ三三≡  

’＼＼ 遜㌢   

●－  

＼ 、  

＼－・」  
／  

′′‘180±0．3  
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9 －9  

0 P －  1 3  ローラーコンベア   

（FT－60KAl、FT－100KAl、FT－150KAl用）  

（1）ローラーの取り付け方法  

① ローラーコンベアを台秤上に置きます。  

② 付属品を取り出し⑳のブラケットを台秤の上皿下部にセットし、フレーム  

の穴に入れます。  

③ ブラケットに⑳のブラケットコマ、◎平ワッシャを入れ、最後に喋ナ  

ット◎を締め込みます。（4ケ所）A図参照  

この時、4ケ所が均等に締まる様にして下さい。  

I手金    りU ごU  

重量：約7，3l：9  

取り付け方向を91コ○ ずらした場合  

（2）ゼロ点のキャリブレーション  

計量皿にローラーコンベアをセットした後、電源をO Nし、「7－1キャリブ  

レーション」を参考にしてゼロ点のキャリプレーションを行って下さい。  
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O P －  1 4  ローラーコンベア   

（FT－600KA3、FT－1200KA3用）  

（1）ローラーの取り付け方法   

① ローラーコンベアを台秤上に置きます。   

② 付属品を取り出し⑳のブラケットを台秤の上皿下部にセットし、フレーム  

の穴に入れます。   

③ ブラケットに◎のブラケットコマ、◎平ワッシャを入れ、最後に喋ナ  

ット唾Iを締め込みます。く4ケ所）A図参照  

この時、4ケ所が均等に締まる様にして下さい。  

竺
一
E
肋
間
貯
 
 

重量：約d．2kg  

注意：Fリー柑…ン15…‡には自重が重い為、  取り付きまセん⊂  

取り付iナ方向を9〔lO ずらした場合   

（2）ゼロ点のキャリブレーショ ン  

計量皿にローラーコンベアをセットした後、電源をONし、 「7－1キャリブレ  

ーション」を参考にしてゼロ点のキャリブレーションを行って下さい。  
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9 －10  

O P－16－3／4 移動用車輪  

（1）移動用車輪の取り付けの方法  

台秤を裏返すか、又は立てかけて車輪を図のように付属のボルトにて固定します。  

六角穴付きボルト（×8）  

六角穴付きボルト  

＼軋＼ 
－、、  

（× 8）  

も  

㌔ヂ  1
1
－
－
1
 
 

l
～
－
 
 

移動用車輪  六角レンチ  六角レンチ  

FW－3〔I口RA4／6口0鼠A4  FW－6ロロRÅ3／1ヱODRA3   

（2）使用上の注意  

① 移動する時は、足コマを上げて床面に接しないように使用します0  

② 計量する時は、足コマを数ミリ下げて車輪を浮かした状態で使用します0  
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（3）外形寸法図（O P－16－3／4）  

F T－6 0 t〕K A3／12 0 0K A3  

F T－3 0 0K A4／6 0 0K A4  

6〔〕（〕  7 0（二l   
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9－11 0P－17 ステンレスカバー  

く1）ステンレスカバーの取り付け方法  

台秤の鉄製計量皿の上にステンレスカバーをかぶせて使用します。  

／／一か－×了ノ乳 ＼＼＼ 
1＝7  

／ 
／ ／ ＼＼－＼ヰ  

／ 

10 0 7  

′／′  ＼＼＼＼こ＼  
′  

／  
t ／  

下＼  
＼、、＼－・－ 

＼＼＼＿＿  

－                  ＼   

ステンレスカバー  
／  

／ノノ  

／て／／′／  

＼ ／／ク／ ／  
＼   

＼、、ミセク′   

n  －、＼ 
、＼＼／／  
∨  

刀＼、ぅ′／■  
／′  

∇＼ 

＼、  1【〕0〔：）  

＼ヰ∵  10【〕0  ／  

′／ てこ忘／′′／／／ノ／  
＼  

、＼ 

＼、、  

／′‾  

、＿ ギ／ノ′′「ノ′／  ＼＼▲．／／  鉄製計量皿  

、、、 転こ、 、  
ノーー′  

＼＼＼／一′－                                  、、  

（2）ゼロ点のキャリブレーション  

計量皿にステンレスカバーをセットした後、電源をON  

し、ゼロ点のキャリブレーションを行って下さい0  
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9 －12  

0 P －18 － 3  ローラーコ ンベア  

（バンサイズ 10 0 0×10 00）  

（1）ローラーの取り付け方法  

① ローラーコンベアを台秤上に置きます。  

片寄りの無い様に、台秤の上皿側面に合わせて下さい。  

② 付属品を取り出し⑳のブラケットを台秤の上皿下部にセットし、ガイドの  

穴に入れます。  

③ ブラケットに◎の平ワッシャを入れ、最後に喋ナット◎を締め込みま  

す。（8ケ所）  

（A図参照）この時、8ケ所が均等に締まる様にして下さい。  

ガイド  
′  

i? 三J  

A団  

計量皿  

ロ18巳8mnの計量弧使用のた抒  

取付方向を91コ○ ずらした場合む  

同様に組み直して使用出来管す。  

185ロ   

ローラーコ）へ－t7単体重量  

68ト：・ヨ  

（2）ゼロ点のキャリブレーション  

計量皿にローラーコンベアをセットした後、  

電源をO Nし、ゼロ点のキャリブレーショ  

ンを行って下さい。   
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9 －13  

0P－18－ 4  ローラーコ ンベア  

（パンサイズ 600×700）  ●   

（1）ローラーの取り付け方法  

① ローラーコンベアを台秤上に置きます。  

② 付属品を取り出し⑳のブラケットを台秤の上皿下部にセットし、ガイドの  

穴に入れます。  

③ ブラケットに⑳の平ワッシャを入れ、最後に喋ナット◎を締め込みま  

す。（4ケ所）  

〈A図参照）この時、4ケ所が均等に締まる様にして下さい。  

討量皿′／  

ロートコ⊃へ、tフ単体重量  

（2）ゼロ点のキャリブレーション  

68kg  

計量皿にローラーコンベアをセットした後、  

電源をONし、ゼロ点のキャリブレーショ  

ンを行って下さい。   
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